
　6月5日いきいきプラザで、筑紫歯科医師会主催、第34回歯を守る
集い「食と健口づくりフェスタ2011」が行われました。
　これは6月の歯の衛生週間に合わせて、毎年筑紫地区4市1町を
巡回して行われているもの。当日は、歯・口の健康に関する図画ポス
ター・標語の展示と表彰や、ブラッシング指導、かみかみセンサーを
使った食育体験などさまざまな催しが行われ、869人の来場者でに
ぎわいました。
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平
成
20
年
度
に
、市
内
の
家
庭
か
ら
出

た
燃
え
る
ご
み
の
内
訳
を
調
べ
た
と
こ

ろ
、生
ご
み
が
約
40
％
を
占
め
て
い
ま
し

た（
図
１
）。

　

つ
ま
り
、生
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
れ
ば
、燃
え
る
ご
み
の
量
を
大
き
く
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、生
ご
み
は
多
量
の
水
分
を
含
ん

で
い
る
た
め
、焼
却
時
に
は
多
く
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
必
要
と
し
ま
す
。生
ご
み
が
減

れ
ば
、焼
却
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
少

な
く
て
済
み
、ご
み
処
理
費
用
の
節
減
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

で
は
、生
ご
み
減
量
の
具
体
的
な
方
法

に
は
、ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
で
し
ょ

う
か
。

燃えるごみ減量大作戦
〜生ごみ編〜

　市は、平成18年度から家庭ごみの有料化を実施するとともに、ごみの減量に
取り組んできました。その結果、市民の皆さんのごみに対する意識は年々

高まっており、平成22年度に処理した燃えるごみの量は2万7395tで、処理費用は約5億円
となりました。これは、有料化前（平成17年度）と比べると5698tの減少、約1億4000万
円の節減となり、非常に大きな成果を上げています。
　しかし、資源として有効利用できるものが、ごみとして捨てられているのも事実で
す。限りある資源を有効に活用するために、今後はごみであったものを資源に変える
努力が必要です。今回は、生ごみの減量について一緒に考えてみましょう。

生ごみ
40%

紙類
（リサイクル不可）

17%

プラスチックごみ
18%

その他
8%

紙類
（リサイクル可）

17%

■燃えるごみの内訳グラフ（図1）

　
燃
え
る
ご
み
の
内
訳
を
調
べ
た
結

果
、｢

未
利
用
食
品（
封
を
切
ら
ず
に

捨
て
ら
れ
た
食
品
）｣

が
約
２
％
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、未
利
用
食
品
に
限
ら
ず
、十

分
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
食
品
も
多

く
捨
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
、燃
え
る
ご
み
の
全
体

量
か
ら
す
れ
ば
わ
ず
か
な
量
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、｢

食
材
は
使
い
切
る｣｢

食

材
を
必
要
以
上
に
買
わ
な
い｣｢

食
べ

残
し
を
し
な
い｣

な
ど
を
一
人
一
人

が
意
識
す
れ
ば
、確
実
に
減
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

生
ご
み
の
約
80
％
は
水
分
で
す
。

こ
れ
は
、水
分
だ
け
で
燃
え
る
ご
み

の
約
30
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

水
切
り
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、ご

み
処
理
費
用
の
節
減
に
つ
な
が
り
、

生
ご
み
の
腐
敗
を
防
止
す
る
効
果
も

期
待
で
き
ま
す
。

上
手
な｢

水
切
り｣

方
法

▽
乾
い
た
ご
み
は
濡
ら
さ
な
い（
水

分
の
少
な
い
野
菜
の
皮
や
へ
た
な

ど
は
、水
洗
い
の
前
に
切
り
取
っ

て
直
接
ご
み
袋
に
入
れ
る
な
ど
）。

▽
三
角
コ
ー
ナ
ー
に
た
ま
っ
た
ご
み

は
、び
ん
の
底
や
手
で
押
し
て
水

分
を
搾
り
出
す（
10
％
程
度
の
水

切
り
効
果
あ
り
）。

▽
レ
ジ
袋
な
ど
に
ご
み
を
入
れ
る
場

合
は
、割
り
ば
し
な
ど
で
底
の
部

分
に
穴
を
開
け
、中
に
た
ま
っ
た

水
を
出
す
。

　
生
ご
み
の
た
い
肥
化
に
取
り
組
め

ば
、生
ご
み
が
ほ
と
ん
ど
出
な
く
な

り
、燃
え
る
ご
み
全
体
の
約
40
％
を

そ
の
ま
ま
減
量
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

単
純
に
考
え
る
と
、45
ℓ
の
ご
み

袋
を
使
っ
て
い
た
家
庭
は
30
ℓ
の
ご

み
袋
で
済
む
よ
う
に
な
り
、環
境
だ

け
で
な
く
家
計
に
も
大
き
な
効
果
が

見
込
め
ま
す
。

　

ま
た
、袋
の
中
で
生
ご
み
が
腐
敗

す
る
こ
と
が
な
く
な
る
た
め
、生
ご

み
以
外
の
ご
み
が
少
な
い
家
庭
で
あ

れ
ば
、ご
み
出
し
の
回
数
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

｢

水
切
り｣

で
ご
み
を
30
％
減
量

中
級
編

「
Ｍも

っ

た

い

な

い

Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｉ｣

の
精
神
で

　
食
べ
残
し
を
な
く
し
て
減
量

初
級
編

生
ご
み
の
た
い
肥
化
で
ご
み
を
40
％
減
量

上
級
編

燃
え
る
ご
み
の
40
％
は
生
ご
み
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問い合わせ先
　ごみ減量推進課
　☎（584）1111
　 （584）1147

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
と
は
？

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
は
、み
か
ん

箱
大
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
生
ご
み
を
分
解
さ

せ
る
基
材
を
入
れ
、こ
れ
に
家
庭
か
ら
出

る
生
ご
み
を
毎
日
投
入
し
て
混
ぜ
る
だ
け

で
、簡
単
に
栄
養
た
っ
ぷ
り
の
た
い
肥
が

で
き
る
優
れ
も
の
で
す
。

　

４
人
家
族
か
ら
出
る
生
ご
み（
１
日

５
０
０ｇ
〜
１
㎏
程
度
）を
、約
３
カ
月
間

処
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、ダ
ン

ボ
ー
ル
が
水
分
を
蒸
発
さ
せ
る
た
め
、生

ご
み
の
水
分
調
整
が
不
要
な
点
や
、軒
下・

マ
ン
シ
ョ
ン
の
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
場
所
を
選

ば
な
い
点
も
大
き
な
特
徴
で
す
。

コ
ン
ポ
ス
ト
普
及
実
態
調
査

　

市
は
、生
ご
み
の
た
い
肥
化
を
推
進
す

たい肥の利用方法がなかった

0 50 100 150 200

156
78

66

34
42
57
64

106
（人）

臭いが嫌だった

その他

■中断の理由（図4）

基材の経費がかかる
日々の手入れが面倒
基材の購入が面倒

たい肥化がうまくできなかった

虫が発生した

家
庭
で
簡
単
！

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

る
た
め
に
、平
成
18
年
度
か
ら
年
に
８
回
程

度
、市
民
を
対
象
に「
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス

ト
講
習
会
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
、過
去
の
講
習
会
受
講
者
約

１
０
０
０
人
を
対
象
に
、「
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン

ポ
ス
ト
普
及
実
態
調
査
」を
実
施
し
ま
し
た
。

○
た
い
肥
化
の
成
功
率（
図
２
）

　
約
80
％
の
人
が
、「
生
ご
み
の
た
い
肥
化

に
成
功
し
た
」と
回
答
し
て
お
り
、簡
単
に

た
い
肥
を
作
れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

○
継
続
の
理
由（
図
３
）

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を
継
続
し
て

い
る
理
由
と
し
て
、「
い
い
た
い
肥
が
で
き

る
か
ら
」と
い
う
回
答
が
多
く
得
ら
れ
ま

し
た
。いいたい肥が

できる

環境問題に
関心がある

ごみ出しが
楽になる

ごみ袋の節約が
できる

その他

0 30 60 90 120 150

141

115

99

72

9
（人）

■継続の理由（図3）

できた
37%

あまりできなかった
13.2%

できなかった
6.7%

まあまあできた
42.3%

その他 0.4% 無回答 0.4%

■たい肥の成功率（図2）

そ
の
他
の
取
り
組
み

○
プ
ラ
ン
タ
ー
菜
園
講
座

　

プ
ラ
ン
タ
ー
菜
園
は
、マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
の
ベ
ラ
ン
ダ
で
も
手

軽
に
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
講
座
で
は
、季
節
に
合
っ
た

野
菜
の
植
え
付
け
や
ダ
ン
ボ
ー
ル

コ
ン
ポ
ス
ト
の
活
用
方
法
、古
土

の
再
生
方
法
な
ど
を
学
べ
ま
す
。

※　
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を

実
践
し
て
い
な
い
人
は
、必
ず

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
講
習

会
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

○
生
ご
み
処
理
機
等
購
入
費
補
助

　
家
庭
の
生
ご
み
を
た
い
肥
化
す

る
生
ご
み
処
理
機
な
ど
の
購
入
に

対
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。申
請

期
限
は
、購
入
後
１
年
以
内
で
す
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

○
中
断
の
理
由（
図
４
）

　

こ
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
に
は
、

長
所
だ
け
で
な
く
短
所
も
あ
り
、実
態
調

査
の
回
答
で
は｢

虫
の
発
生｣

が
一
番
多
い

理
由
と
し
て
挙
が
っ
て
い
ま
す
。虫
は
、コ

ン
ポ
ス
ト
を
行
う
上
で
必
ず
発
生
す
る

も
の
で
す
。し
か
し
、「
コ
ン
ポ
ス
ト
を
開

け
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
」「
コ
ン
ポ
ス
ト
に

布
な
ど
を
か
ぶ
せ
、虫
が
入
ら
な
い
よ
う

に
す
る
」な
ど
、き
ち
ん
と
対
策
を
す
れ

ば
、虫
の
発
生
は
あ
る
程
度
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ごみを
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障がい者の人権問題

子どもの人権問題

高齢者の人権問題

インターネット上での人権侵害

女性の人権問題

犯罪被害者やその家族の人権問題

同和問題

エイズ患者・HIV感染者の人権問題

0 10 20 30 40 50
（％）

47.6

44.4

43.4

41.9

39.4

36.6

20.2

19.3

ある

ない

0 10 20 30 40 50 60 70 80（％）

33.1

66.4

ご協力ありがとうございました

平成22年度人権・同和問題に関する
アンケート調査

　市民の人権・同和問題に関する意識と実態
を把握し、今後の人権同和行政を推進するた
めの基礎資料とするため、アンケート調査を
行いました。
　その集計結果の一部をお知らせします。

調査概要
対象　無作為に抽出した20歳以上の市民

2000人
調査方法　無記名による郵送法で実施
有効回収数（割合）　708人（35.4％）
前回調査　平成17年

【問1】  あなたは何についての人権問題に関心がありますか。（複数回答）

【問2】  人権が侵害されたと思ったことがありますか。

問い合わせ先　人権男女共同参画課
　☎（584）1111　 （584）1153



K A S U G A         C I T Y5

他人からの悪口など

いじめ・仲間はずれ

職場の不当待遇

名誉毀損（きそん）・侮辱

差別待遇（性別など）

プライバシー侵害

セクシュアル・ハラスメント

暴力・虐待

ストーカー的行為

0 10 20 30 40 50
（％）

42.3

38.5
27.4

23.1
20.1

12

9

7.3

5.2

職場

学校
近隣や地域社会

家庭

親戚
公的機関

趣味のサークルなど

マスコミなど
0 10 20 30 40 50 60（％）

52.6
30.8

21
12

8.6
8.6

3.9
3

友人
家族・親戚

同僚・上司
弁護士

教師

警察
行政・人権擁護委員

自治会役員・民生委員

自分で解決した
何もしていない

0 5 10 15 20 25 30 35
（％）

33.4
24.8
23.9

18.8
13.7

3.9
3.1
3
3

1.3

【問2-2】  どんなことで人権が侵害されたと思いますか。（複数回答）

【問2-3】  どのような場で人権が侵害されたと思いますか。（複数回答）

【問2-4】  人権が侵害されたとき、どこ（誰）に相談しましたか。（複数回答）
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そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

分からない

0 10 20 30 40 50（％）

4.7

41.1

26.1

16.3

10.7

　
同
和
問
題
は
、今
日
に
お
い
て
も
、な
お
同
和

地
区
の
人
々
が
就
職
や
結
婚
な
ど
に
お
い
て
差

別
さ
れ
、そ
の
基
本
的
人
権
を
侵
害
さ
れ
る
と

い
う
重
大
な
社
会
問
題
で
す
。

　
私
た
ち
の
周
り
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
差
別
や

人
権
侵
害
の
事
象
が
あ
り
ま
す
。と
り
わ
け
同

和
問
題
は
、最
も
深
刻
な
人
権
侵
害
の
一
つ
で

す
。こ
の
問
題
の
解
決
に
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
は
、人
々
の
間
に
人
権
尊
重
の
意
識
を
根

付
か
せ
、あ
ら
ゆ
る
差
別
や
偏
見
を
な
く
し
、私

た
ち
の
身
の
回
り
を
良
く
し
よ
う
と
す
る
取
り

組
み
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
福
岡
県
で
は
、毎
年
７
月
を「
同
和
問
題
啓
発

強
調
月
間
」と
定
め
、さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
事
業
を

実
施
し
、県
民
あ
げ
て
差
別
を
な
く
す
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。み
ん
な
の
人
権
が
守
ら

れ
る
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
、こ
れ
を

機
会
に
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
パ
ネ
ル
展
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

『
触
れ
よ
う 

感
じ
よ
う 

心
に
〜
住
井
す
ゑ

「
橋
の
な
い
川
」と
の
出
会
い
〜
』

　
日
時・場
所

▽
第
１
部

７
月
２
日
㈯
〜
13
日
㈬

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新
館
ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ザ（
大
谷
６
ー
24
）

　
▽
第
２
部

７
月
15
日
㈮
〜
29
日
㈮

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

春
日
市
役
所
ロ
ビ
ー

※　
い
ず
れ
の
展
示
も
休
館
日・
閉
庁
日
を

除
き
ま
す
。

●
街
頭
啓
発
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

西
鉄
春
日
原
駅
な
ど
で
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と

啓
発
物
品
の
配
布
を
行
い
ま
す
。

期
日　
７
月
１
日
㈮・８
日
㈮・22
日
㈮

●
県
主
催
講
演
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

講
演
会
や
映
画
上
映
を
行
い
ま
す
。入
場

は
無
料
で
す
。

　
日
時　
７
月
18
日
㈪

午
後
０
時
30
分
〜
４
時
20
分（
開
場：

午
前
11
時
30
分
〜
）

　
内
容

▽
第
１
部　
演
奏 

ピ
ュ
ア
ハ
ー
ト

▽
第
２
部　
同
和
問
題
講
演「
民
衆
の
歴
史

を
語
る
〜
福
岡
の
歴
史
を
歩
こ
う
〜
」

講
師：石い
し
た
き瀧
豊と
よ
み美
さ
ん（
イ
シ
タ
キ
人
権
学

研
究
所
所
長
）

▽
第
３
部　
映
画
上
映「
信
さ
ん 

炭
坑
町
の

セ
レ
ナ
ー
デ
」

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
大
ホ
ー
ル（
原

町
３
ー
１
ー
７
）

問
い
合
わ
せ
先　
㈶
福
岡
県
人
権
啓
発
情
報

セ
ン
タ
ー

（
５
８
４
）１
２
７
１

（
５
８
４
）１
２
７
３

す
べ
て
の
人
が
幸
せ
に
生
き
る
た
め
に

〜
７
月
は
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
で
す
〜

　今回の調査を通して、さまざまな要望や課題が見えてきました。　　
　市では、この結果を踏まえて、市民一人一人が人権意識の高揚に努め、基本的人権が
尊重される差別のない明るいまちづくりを進め、市民が安心して暮らせる平等な社会
の実現を目指していきたいと思います。

【問3】  今の日本は、基本的な人権が尊重されている社会だと思いますか。
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中学
校区 地区名 氏名 電話番号 少年

補導員
少年

指導員
中学
校区 地区名 氏名 電話番号 少年

補導員
少年
指導員

春日

昇町 梶
かじわら
原孝
たかあき
昭 （571）2115 ○

春日南

天神山 川
かわさき
𥔎　惇

あつし
（585）8862

小倉 松
まつお
尾守

もり お
雄 （581）8997 紅葉ヶ丘 池

いけだ
田健
けんいち
市 （592）1978 ○

弥生 千
ち ぢ い わ
々岩清

きよひで
英 （586）1953 ○ 惣利 平

ひらの
野健
けんぞう
藏 （595）0046 ○ ○

須玖南 高
たかはし
橋道

みち お
夫 （575）5085 ○ 塚原台 中

なかしま
島俊
しゅんじ
二 （596）5798 ○

春日東

若葉台西 日
ひだか
高　巖

いわお
（574）0380 ○ 白水池 井

いはら
原壽
よしのぶ
宣 （571）5268

若葉台東 山
やました
下浩

こう じ
司 （572）6135 松ヶ丘 橋

はしもと
本　巖

いわお
（596）3656 ○ ○

光町 竹
たけなか
中英
ひであき
昭 （502）2077 ○ 大土居 山

やまぐち
口主

ちか ら
税 （595）0017

宝町 阿
あ べ
部瑞

みず ほ
穂 （585）1169

春日野

春日原 行
ぎょう
德
とく
眞
ま つ お
津男 （571）8534

千歳町 平
ひらしま
島哲

てつ じ
二 （581）6589 ○ 小

こに し
西信
のぶよし
義 （582）2227 ○

大谷 岸
きし
　寛
ひろし

（501）6958 春日原南 北
きたはら
原秀
ひであき
秋 （591）5844

小倉東 税
さいた
田直
なおゆき
之 （581）7815 ○ 春日 諸

もろおか
岡泰
たいぞう
三 （581）5281 ○

大和町 渡
わたなべ
邉幸
こういち
市 （571）5075 春日公園 豊

とよます
増道

みち お
生 （574）2926 ○

ちくし台 宮
みやわき
𦚰澪

みよ こ
子 （501）3030 ○ 平田台 中

なかの
野正
まさつね
常 （595）0603 ○

春日西

下白水南 松
まつお
尾洋
よういち
一 （572）6641 ○

春日北

須玖北 伊
いとう
藤敏
としあき
昭 （591）4443

泉 現在選考中 岡本 浦
うらつか
塚岩

いわ た
太 （591）0252 ○

下白水北 藤
ふじはら
原　守

まもる
（501）4154 日の出町 波

は た え
多江正

まさみ
美 （591）8648 ○

白水ヶ丘 安
あ べ
部泰

やす お
雄 （581）5780 サン・ビオ 堀

ほった
田　晃

あきら
（502）0165

上白水 園
そのだ
田正
まさきみ
公 （502）1329 桜ヶ丘 牧

まきの
野　泉

いずみ
（592）8676 ○

■各地区少年相談員一覧（敬称略）

　春日市には、各地区に少年相談員がいます。自治会が推薦し、筑紫地
区少年センター所長から委嘱を受けた人たちで、相談員の中には筑紫
野警察署長が委嘱した「少年補導員」や、公安委員会が委嘱した「少年指
導員」を兼務している人もいます。

①相談業務
　子どもたちや子どもたちを取り巻く問題について
電話や面談で相談を受けています。

②街頭補導など
　公園やゲームセンター、コンビニエンスストア、カ
ラオケボックスなど市内のさまざまな場所を定期的
に巡回し、子どもを非行や犯罪から守っています。ま
た、小学校の登下校時の安全確保にも努めています。

③環境浄化
　青少年に悪い影響を与えるような広告物や看板の
撤去を行っています。

④その他の活動
　自転車の無灯火運転を防止するために、啓発チラ
シの配布や声掛けなどを行い、地域全体の安全にも
目を配っています。
　また、PTA地区懇談会など地区行事にも積極的に
参加しています。

少年相談員の活動内容

問い合わせ先　地域づくり課 地域づくり担当　 （584）1111　 （584）1153
　　　　　　　社会教育課 社会教育担当　　　 （575）4121　 （593）7380　   

わたしたちのまちの少年相談員



public infomation from KASUGA city
市からの

お知らせ
　「市からのお知らせ」をはじめ、市報に掲載した記事は、市報の
発行日（毎月1日と15日）以降、市ホームページの「お知らせ」にも
載せます。
　そのほか、市報に掲載していない情報もありますので、ぜひ利
用してください。
市ホームページアドレス　http://www.city.kasuga.fukuoka.jp
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春
日
市
弥
生
の
里
児
童
画
大
賞
展
の
一

環
と
し
て
、昨
年
も
大
好
評
だ
っ
た

絵
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
、今
年
は
夏
に
２

回
開
催
し
ま
す
。

　

講
師
は「
児
童
画
展
」で
、過
去
に
数
多
く

の
受
賞
者
を
輩
出
し
て
い
る
絵
画
教
室
の
先

生
で
す
。参
加
は
無
料
で
す
。絵
が
得
意
な
人

も
普
段
絵
を
描
か
な
い
人
も
、楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　
市
内
に
居
住
す
る
小
学
生

※　

保
護
者
の
見
学
は
で
き
ま
せ
ん
。

「
ど
ー
ん
と
ア
ニ
マ
ル
描
こ
う
よ
！
木
登

り
ア
ニ
マ
ル
？
か
け
っ
こ
ア
ニ
マ
ル
？
君

な
ら
何
ア
ニ
マ
ル
？
」

期
日　
８
月
12
日
㈮

時
間

　

▽
低
学
年
の
部（
小
学
１
〜
３
年
生
）

午
前
10
時
〜
正
午

　

▽
高
学
年
の
部（
小
学
４
〜
６
年
生
）

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館
大

会
議
室（
大
谷
６
ー
24
）

定
員　
各
30
人

講
師　
吉よ
し
む
ら村　

形け
い
さ
ん（Studio K

ei

、彫
刻
家
）

「
よ
〜
く
見
て
み
た
ら
…
？
い
っ
ぱ
い
発

見
し
て
元
気
に
描
こ
う
！
」

期
日　
８
月
25
日
㈭

時
間

▽
低
学
年
の
部（
小
学
１
〜
３
年
生
）

午
前
10
時
〜
正
午

▽
高
学
年
の
部（
小
学
４
〜
６
年
生
）

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館
学

習
室
３

定
員　
各
20
人

講
師　
津つ
だ田
勝か
つ
み巳
さ
ん（
つ
だ
美
術
研
究
所
）

申
込
方
法　

７
月
22
日
㈮
ま
で
に
、電
話
か

フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
希

望
講
座
名
、住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、

学
校
名
・
学
年
を
伝
え
る

※　

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
決
定
し
ま

す
。結
果
は
７
月
中
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
先　
社
会
教
育
課
社
会
教
育
担
当

syakai@
city.kasuga.fukuoka.jp

子ども絵画ワークショップ・歴代受賞作品展示会
春日市弥生の里児童画大賞展

社会教育課 社会教育担当 　 （575）4121 （593）7380

地
籍
調
査
と
は
、土
地

の
正
し
い
位
置
、形

状
、面
積
な
ど
を
明
確
に
し
、

地
籍
簿
お
よ
び
地
籍
図
を
作

成
す
る
事
業
で
す
。

　

平
成
23
年
度
は
、春
日
原

北
町
１
丁
目
か
ら
５
丁
目
を

調
査
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、調
査
開
始
前
に
土

地
の
所
有
者
を
対
象
に
説
明

会
を
開
き
ま
す
。

　

日
時
や
場
所
に
つ
い
て
は

後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、調
査
区
域
内
の
土
地
を

所
有
す
る
皆
さ
ん
は
出
席
を

お
願
い
し
ま
す
。

調
査
期
間　

８
月
〜
12
月

（
予
定
）

調
査
箇
所　
春
日
原
北
町
１

〜
５
丁
目

国土調査（地籍調査）を実施します
春日原北町地区対象

用地課 地籍調査担当　 （584）1111 （584）1143

歴代受賞作品
展示会

　8月1日㈪からの作品募集に
合わせ、過去19回の上位入賞作
品を3期に分けて展示します。
　子どもたちの想像力溢れる、
気持ちの込もった作品ばかりで
す。観覧は無料です。ぜひ来場し
てください。
展示期間　7月16日㈯〜8月31

日㈬（月曜日休館）
時間　午前10時〜午後5時
展示場所
▷ふれあい文化センター新館ふ
れあいプラザ（大谷6ｰ24）

▷ふれあい文化センター旧館社
会教育課事務所前（第9回〜第
19回の大賞作品のみ）

展示作品　第1回〜第19回入賞
作品（金・銀・銅賞作品は除
く）
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経
済
的
理
由
な
ど
で
、国
民
年
金

保
険
料
の
支
払
い
が
困
難
な

場
合
、申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と
保
険

料
が
免
除
ま
た
は
猶
予（
30
歳
未
満
が

対
象
）さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
・
猶
予
の
期
間
は
、７
月
か
ら

翌
年
６
月
ま
で
で
す
。６
月
ま
で
免

除
・
猶
予
を
さ
れ
て
い
た
人
で
、引
き

続
き
制
度
の
適
用
を
希
望
す
る
人

は
、７
月
以
降
、早
め
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、前
年
度
の
申
請
時
に
継

続
審
査
を
併
せ
て
希
望
し
て
い
た
人

で
、免
除
・
納
付
猶
予
承
認
書
に「
継

続
審
査
申
出
受
付
済
」と
記
載
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、新
た
に
申
請
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、現
在
は
免
除
を
受
け
て
い

な
い
人
の
申
請
も
、随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度

学
生
に
は
、納
付
を
猶
予
す
る

制
度「
学
生
納
付
特
例
制
度
」が
あ

り
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
毎

年
申
請
が
必
要
で
、４
月
か
ら
受

け
付
け
て
い
ま
す
。同
制
度
の
利

用
を
今
年
度
も
希
望
す
る
人
や
、

新
た
に
希
望
す
る
人
は
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
物

▽
年
金
手
帳

▽
印
鑑（
本
人
が
手
続
き
を
す
る
場

合
は
不
要
）

▽
学
生
納
付
特
例
の
場
合
は
、学
生

証
ま
た
は
在
学
証
明
書

▽
平
成
23
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入

し
た
人
は
、平
成
23
年
度
所
得
証

明
書（
扶
養
・
控
除
な
ど
が
記
載
さ

れ
て
い
る
も
の
）

※　

離
職
日
が
平
成
22
年
３
月
31
日

以
降
で
、失
業
を
理
由
と
し
て
申

請
す
る
場
合
は
、雇
用
保
険
被
保

険
者
離
職
票
ま
た
は
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
な
ど
が
必
要
で
す
。

保
険
料
の
追
納
に
つ
い
て

「
免
除
」・「
若
年
者
納
付
猶
予
」・

「
学
生
納
付
特
例
」の
期
間
は
、10

年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を
後
か

ら
納
付（
追
納
）す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。保
険
料
を
追
納
し
た
場
合

は
、老
齢
基
礎
年
金
額
は
減
額
さ

れ
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、承
認
を
受
け
た
年
度

の
翌
々
年
度
を
越
え
て
追
納
す
る

場
合
は
、当
時
の
保
険
料
に
加
算

金
が
付
き
ま
す
。

申
請・問
い
合
わ
せ
先

▽
国
保
年
金
課
年
金
担
当（
市
役
所

１
階
）

▽
南
福
岡
年
金
事
務
所

　

（
５
５
２
）６
１
２
８

　

（
５
４
１
）７
６
４
９

国民年金保険料「免除」・「若年者納付猶予」
平成23年度の受け付けを始めます

国保年金課 年金担当 　 （584）1111 （584）1141

免除・猶予の名称
平成23年度

保険料
（定額1万5020円）

免除・猶予期間の
年金受給額

所得審査

所得基準 審査対象

全額免除 0円
全額納付した場合の

2分の1

審査対象者それぞれの前年所得が
（扶養親族の数+1）×35万円+22万円以下
【目安】
▷4人世帯（夫婦と子2人）の場合、162万円以下
▷2人世帯（夫婦）の場合、92万円以下
▷単身世帯の場合、57万円以下 本人

配偶者
世帯主4分の3免除 3760円

全額納付した場合の
8分の5

審査対象者それぞれの前年所得が
78万円+扶養親族の数×38万円+各種控除額など以下

半額免除 7510円
全額納付した場合の

4分の3
審査対象者それぞれの前年所得が
118万円+扶養親族の数×38万円+各種控除額など以下

4分の1免除 1万1270円
全額納付した場合の

8分の7
審査対象者それぞれの前年所得が
158万円+扶養親族の数×38万円+各種控除額など以下

若年者納付猶予
（30歳未満対象） 0円

年金額として
計算されない

全額免除と同じ基準
本人

配偶者

学生納付特例 0円 半額免除と同じ基準 本人

※　4分の3、半額、4分の1免除では、免除になった額の残りの保険料を納めなければ未納の場合と同じ扱いになります。

■国民年金保険料免除・猶予一覧（平成23年度）
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険

者（
加
入
者
）の
皆
さ
ん
に
対
し

て
、「
平
成
23
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
額
決
定
通
知
書
」を
７
月
中
旬
に

送
付
し
ま
す
。こ
れ
は
、平
成
22
年
中
の

所
得
の
届
け
出
に
基
づ
き
、平
成
23
年

度
の
保
険
料
額
を
決
定
し
た
も
の
で

す
。

　

な
お
、保
険
料
は
、平
成
22
年
中
の
所

得
金
額
と
世
帯
の
状
況（
平
成
23
年
４

月
１
日
現
在
）を
基
に
算
定
を
行
い
、決

定
し
て
い
ま
す
。

保
険
料
に
つ
い
て

▽
保
険
料
は
、県
内
ど
の
地
域
で
も
同

じ
基
準
で
算
定
さ
れ
ま
す
。

▽
保
険
料
は
、加
入
者
一
人
一
人
に
か

か
り
ま
す
。保
険
料
率（
被
保
険
者
均

等
割
額
、所
得
割
率
）は
、２
年
ご
と

に
見
直
さ
れ
、次
回
は
、平
成
24
年
度

に
改
定
さ
れ
ま
す
。

▽
総
所
得
金
額
等
と
は
、前
年
中
の

「
公
的
年
金
等
収
入
ー
公
的
年
金
等

控
除
」、「
給
与
収
入
ー
給
与
所
得
控

除
」、「
事
業
収
入
ー
必
要
経
費
」な
ど

の
合
計
額
で
、各
種
所
得
控
除
前
の

金
額
で
す
。

▽
収
入
が
公
的
年
金
等
の
み
の
人
で
、

年
額
が
１
５
３
万
円
以
下
の
場
合

は
、総
所
得
金
額
等
が
33
万
円
以
下

と
な
る
た
め
所
得
割
額
は
か
か
り
ま

せ
ん
。

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
平成23年度後期高齢者医療制度

保険料などをお知らせします

国保年金課 医療担当　 （584）1111 （584）1141

医療給付費

公費（税金） 約5割
国：県：市町村＝4：1：1

支援金 約4割
（現役世代の負担）

保険料
約1割

均等割額

＋

所得割額

5万2213円
【総所得金額等 ｰ 33万円（基礎控

除額）】
×

9.87％（所得割率）

※　保険料は、年額50万円が上限です。
※　保険料は、被保険者全員が負担する「被保険者均等割額」と、被

保険者の所得に応じて負担する「所得割額」の合計になります。

病院などに支払う自己負担額

医療費総額

被保険者（加入者）の皆さんが負担する保険料

■保険料の決まり方（計算方法）

8月が更新月です
「限度額適用・標準負担

額減額認定証」
　上記の認定証は、後期高齢者医療
制度の被保険者で所得が低い人の、
入院時の医療費の限度額と食事代の
減額区分を証明するものです。
　現在使用している減額認定証の有
効期限は、7月31日です。
　減額認定証をすでに持っている人
で、平成23年度の市民税が非課税で
ある世帯の人には、8月1日からの新
しい減額認定証を7月下旬に送りま
す。
　減額認定証を持っていなかった人
で、新たに交付を希望する場合は、申
請してください。
申請に必要な物　印鑑、被保険者証
※　収入額などを証明するもの（非課
税証明書など）や入院期間が確認
できるものが必要になる場合があ
ります。

＋

平
成
23
年
度
の
保
険
料
軽
減
措
置

▽
均
等
割
額
の
軽
減

平
成
23
年
度
は
、平
成
22
年
度
の

保
険
料
軽
減
措
置（
被
保
険
者
均
等

割
の
９
割
、８
・５
割（
注
１
）、５
割
、

２
割
軽
減
）を
継
続
し
て
行
い
ま
す

（
下
表
参
照
）。

※
注
１　

原
則
は「
７
割
軽
減
」で
す

が
、特
例
措
置
に
よ
り「
８
・
５
割

軽
減
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
所
得
割
額
の
軽
減

総
所
得
金
額
等
が
91
万
円
以
下

（
公
的
年
金
の
み
の
場
合
は
、収
入
額

で
２
１
１
万
円
以
下
）の
人
は
、所
得

割
額
が
５
割
軽
減
と
な
り
ま
す
。

▽
被
用
者
保
険（
注
３
）の
被
扶
養
者
で

あ
っ
た
人
の
軽
減

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す

る
前
日
に「
会
社
な
ど
の
健
康
保
険

均等割額
軽減割合

平成23年度
軽減後の均等
割額（年額）

同一世帯内の被保険者および世帯主の
軽減対象所得金額（注2）の合計額

9割軽減 5221円 【33万円（基礎控除額）】以下で、かつ【被保険者全員
が年金収入80万円以下（その他各種所得がない）】

8.5割 
軽減 7831円 【33万円（基礎控除額）】以下

5割軽減 2万6106円 【33万円（基礎控除額）+24万5000円×被保険者（世
帯主を除く）の数】以下

2割軽減 4万1770円 【33万円（基礎控除額）+35万円×被保険者数】以下

■均等割額の軽減措置

※注2　軽減対象所得金額は、基本的には総所得金額等と同じですが、公的年金等収入の
場合、「公的年金等収入−公的年金等控除−15万円」となるなど、例外があります。
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保険料などをお知らせします

医療費の
自己負担割合変更について
　医療機関にかかるときの医療費の自己負担割
合は、1割または3割です。毎年、前年中の所得を
基に、8月から翌年7月までの1年間の自己負担
割合の判定を行います。
　自己負担割合は原則1割ですが、同じ世帯の
被保険者のいずれかの人の市民税課税所得が
145万円以上である場合には、3割となります。
ただし、市民税課税所得が145万円以上であっ
ても、次のいずれかの条件に該当する場合は、申
請により1割負担となります。
▷同じ世帯の被保険者が2人以上の場合

同じ世帯の被保険者全員の収入の合計額が
年額520万円未満
▷同じ世帯の被保険者が本人のみの場合（次の
①または②に該当）
①本人の収入が年額383万円未満
②本人と同じ世帯の70歳から74歳までの人
の収入の合計額が、年額520万円未満

の
被
扶
養
者
」で
あ
っ
た
人
は
被
保

険
者
均
等
割
額
が
９
割
軽
減
と
な
り

ま
す
。ま
た
、所
得
割
額
は
か
か
り
ま

せ
ん
。

※
注
３　

被
用
者
保
険
と
は
、全
国
健

康
保
険
協
会
管
掌
保
険
、組
合
管

掌
健
康
保
険
、船
員
保
険
、共
済
組

合
を
指
し
ま
す
。国
民
健
康
保
険
・

国
民
健
康
保
険
組
合
は
該
当
し
ま

せ
ん
。

保
険
料
の
減
免
制
度

　

災
害
や
失
業
な
ど
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
は
、保
険

料
が
減
免
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

特
別
徴
収
か
ら
口
座
振
替
に
変
更

が
で
き
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
方

法
が
特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
差
し
引

き
）の
場
合
、申
請
す
る
こ
と
で
口
座
振

替
に
変
更
が
で
き
ま
す
。

　

変
更
を
希
望
す
る
人
は
、７
月
29
日

㈮
ま
で
に
申
請
す
る
と
、10
月
支
給
分

の
年
金
か
ら
の
差
し
引
き
が
中
止
さ

れ
、口
座
振
替
に
よ
る
支
払
い
へ
変
更

に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、こ
れ
ま
で
に
保
険
料
の
滞
納

が
あ
る
場
合
は
、口
座
振
替
へ
の
変
更
が

認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

年
金
か
ら
の
差
し
引
き
と
な
る
人　
年

金
受
給
額
が
年
額
18
万
円
以
上

で
、介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
合
計
額
が
年

金
受
給
額
の
２
分
の
１
を
超
え

な
い
人

社
会
保
険
料
控
除
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、所
得

税
と
住
民
税
の
申
告
の
際
、社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

特
別
徴
収
か
ら
口
座
振
替
に
変
更
し

た
場
合
、社
会
保
険
料
控
除
は
口
座
振

替
で
支
払
っ
た
人
に
適
用
さ
れ
ま
す
の

で
、世
帯
全
体
の
所
得
税
と
住
民
税
の

負
担
額
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

被
保
険
者
証
が
、８
月
か
ら
新
し

く
な
り
ま
す
。

　

現
在
の
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証（
水
色
）は
、平
成
23
年
7
月
31
日
ま

で
の
有
効
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

8
月
1
日
か
ら
使
用
で
き
る
新
し
い

被
保
険
者
証（
薄
緑
色
）は
、7
月
下
旬

に
市
役
所
か
ら
郵
送
し
ま
す
。8
月
1

日
以
降
に
医
療
機
関
に
か
か
る
と
き

は
、新
し
い
被
保
険
者
証
を
窓
口
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。有
効
期
間
は
、平
成

24
年
7
月
31
日
ま
で
の
1
年
間
で
す
。

　

た
だ
し
、保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
場

合
は
、通
常
よ
り
短
い
有
効
期
限
の
被

保
険
者
証
を
窓
口
で
交
付
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

7
月
31
日
ま
で
に
新
し
い
被
保
険
者

証
が
届
か
な
い
場
合
は
、問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

乳
幼
児
医
療（
３
歳

以
上
）の
受
給
資

格
更
新
を
行
い
ま
す
。

　

現
在
受
給
し
て
い
る
人

に
対
し
て
、７
月
５
日
㈫

に
案
内
を
発
送
し
ま
す
の

で
、届
か
な
い
場
合
は
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
が
な
い
場
合
、９

月
30
日
で
受
給
資
格
が
な

く
な
り
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

申
請
先　
国
保
年
金
課
医

療
担
当（
市
役
所

１
階
）

乳幼児医療受給資格更新
7月29日までに申請を

国保年金課 医療担当 　 （584）1111 （584）1141
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障
が
い
者
の
就
労
支
援
を
図
る
た
め

に
、市
は
、第
１
種
普
通
自
動
車
免

許
を
取
得
す
る
費
用
を
一
部
補
助
し
ま

す
。

対
象　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

▽
18
〜
49
歳
で
、市
内
に
居
住（
住
民
登
録

ま
た
は
外
国
人
登
録
）し
、１
年
を
経
過

し
て
い
る

▽
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
４
級
、療
育
手

帳
、精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
い

ず
れ
か
を
所
持
し
て
い
る（
施
設
入
所

ま
た
は
入
院
中
で
あ
る
場
合
を
除
く
）

▽
平
成
23
年
度
の
世
帯
全
員
の
市
民
税
所

得
割
が
非
課
税

▽
運
転
免
許
取
得
後
、確
実
に
就
労
が
見

込
ま
れ
る

▽
過
去
に
自
己
の
責
任
で
運
転
免
許
の
取

り
消
し
を
受
け
た
り
、失
効
し
た
り
し

て
い
な
い

▽
道
路
交
通
法
の
規
定
に
基
づ
く
適
性
試

験
の
合
格
基
準
に
合
致
す
る

※　

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
免
許
を

取
得
す
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

ま
た
、自
動
車
学
校
の
入
校
時
期
は

助
成
決
定
後
と
な
り
ま
す
。

補
助
上
限
額　
10
万
円

申
請
方
法　

12
月
22
日
㈭
ま
で
に
、福
祉

支
援
課
に
あ
る
申
請
書
を
提
出
す

る（
内
部
障
が
い
の
場
合
は
意
見

書
が
必
要
）

申
請
先　

福
祉
支
援
課
障
が
い
担
当（
市

役
所
１
階
）

障がい者のための自動車運転免許取得費補助
就労支援を図るため

福祉支援課 障がい担当　 （584）1111 （584）3090

市
は
、障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

基
盤
整
備
お
よ
び
支
援
体
制
の

強
化
に
向
け
て
、障
害
者
自
立
支
援
法

に
基
づ
く「
第
３
期
障
が
い
福
祉
計
画
」

を
策
定
し
ま
す
。こ
の
検
討
協
議
会
の

一
員
と
し
て
、計
画
の
策
定
に
携
わ
る

市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
市
内
居
住
者
で
障
が
い
者
福
祉

に
熱
意
の
あ
る
20
歳
以
上（
平

成
23
年
４
月
１
日
現
在
）の
人

※　

市
の
付
属
機
関
の
委
員
に
な
っ
て

い
る
人
を
除
き
ま
す
。

任
期　
10
月
〜
平
成
24
年
３
月

会
議
開
催
回
数　
月
１
回
程
度

報
酬　

会
議
出
席
１
回
当
た
り

６
５
０
０
円（
別
途
、費
用
弁
償

と
し
て
１
０
０
０
円
支
給
）

募
集
人
員　
２
人

応
募
方
法　
７
月
29
日
㈮（
必
着
）ま
で

に
、「
私
が
考
え
る
障
が
い
者
支

援
に
つ
い
て
」と
い
う
テ
ー
マ

で
書
い
た
作
文（
８
０
０
字
程

度
）に
住
所
、氏
名
、生
年
月
日
、

性
別
、電
話
番
号
、職
歴
ま
た
は

経
歴
、活
動
経
験
、応
募
動
機
を

書
き
加
え
て
持
参
ま
た
は
郵
送

す
る

選
考
方
法　
書
類
審
査

応
募
先　

福
祉
支
援
課
障
が
い
担
当

（
〒
816
ー
８
５
０
１
春
日
市
役

所
）

障がい福祉計画の検討協議会委員募集
市民委員を募集します

福祉支援課 障がい担当　 （584）1111 （584）3090

市民の手で新しい春日奴国あんどん祭りをつくろう！！
出演者・ボランティア募集

　10月29日㈯・30日㈰に行う「春日奴国あんどん祭り」
の出演者とボランティアを募集します。

出演者募集
対象　市内に居住または勤務している人、および市内
で出演演目の教室を開いている人

※　出演者会議に出席できる人に限ります。
詳細
　▷持ち時間は出入り時間を含めて15分
　▷ステージの広さは、幅9m×奥行き5m
　▷出演料、費用弁償などの手当てなし

申込方法　8月31日㈬までに、郵送かファックスで「第

35回春日奴国あんどん祭り出演申込
書」を送る（持参可）

※　出演申込書は春日市民祭り振興会事
務局に準備しています。また、同振興会
ホームページからも入手できます。

ボランティア募集
対象　市内居住者で祭りに協力できる20歳以上の人
申込方法　電話かＥメールで住所、氏名、電話番号を伝える

問い合わせ先　同事務局（伯玄町2ｰ24春日市商工会内）
　　 （581）1407　 （575）0702
　　 http://www.andonmatsuri.com/
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臨時相談コーナーを開設します
地上デジタル放送

　7月24日㈰にすべてのアナログ放送が終了し、地上デジ
タル放送へ完全移行します。
　デジサポ福岡（総務省福岡県テレビ受信者支援センター）
では、地上デジタル放送への対応を支援するため、臨時相談
コーナーを開設します。
　相談は無料で、事前の予約も不要です。また、相談内容に
よっては戸別に訪問します。
期間
▷7月　1日㈮・2日㈯・24日㈰〜29日㈮・31日㈰

▷8月　1日㈪〜26日㈮（土・日曜日を除く）
時間　午前10時〜午後3時
場所　市役所1階市民ホール
問い合わせ先　デジサポ福岡

（303）0101　
0570（00）1770

※　平日は午前9時から午後9時の間に、
土・日曜日、祝日は午前9時から午後6時
の間に問い合わせてください。

７
月
24
日
㈰
に
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終

了
し
ま
す
。こ
れ
に
伴
っ
て
、不
用
に

な
っ
た
テ
レ
ビ
の
不
法
投
棄
の
増
加
が
社
会
的

に
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
は
、テ
レ
ビ
、エ
ア
コ

ン
、冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、洗
濯
機
、衣
類
乾
燥
機
を

処
理
す
る
場
合
、こ
れ
ら
を
確
実
に
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
た
め
、リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
支
払
っ
て

小
売
業
者（
家
電
販
売
店
）な
ど
に
引
き
渡
す
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
の
買
い
替
え
や
廃
棄
を
考
え
て
い
る

場
合
は
、家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
定
め
ら
れ
た

次
の
方
法
で
、適
正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
処
理
方
法

い
ず
れ
も
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
と
収
集
運
搬

料
金
が
必
要
で
す
。

▽
以
前
購
入
し
た
店
や
こ
れ
か
ら
購
入
す
る

店
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う

▽
地
区
の
担
当
収
集
業
者
に
引
き
取
っ
て
も

ら
う

▽
ベ
ス
ト
電
器
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ポ
ー
ト
福
岡

（
（
６
５
１
）９
１
６
１
）に
引
き
取
っ
て

も
ら
う

※
１　

不
法
投
棄
は
廃
棄
物
処
理
法
で
禁
止

さ
れ
て
お
り
、違
反
し
た
場
合
は
厳
し

く
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

※
２　

無
料
で
家
電
製
品
な
ど
を
回
収
す
る

と
広
告
し
な
が
ら
、実
際
は
有
料
で
回

収
す
る
業
者
な
ど
に
つ
い
て
は
、そ
の

行
為
が
法
令
に
違
反
す
る
無
許
可
営
業

の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

不用なテレビは適正に処理を
地上アナログ放送終了間近

ごみ減量推進課　 （584）1111 （584）1147

子
ど
も
手
当
に
つ
い
て
は
、平
成

22
年
度
の
み
の
単
年
度
法
律
で

し
た
が
、国
民
生
活
な
ど
の
混
乱
を
回

避
す
る
た
め
、平
成
23
年
３
月
31
日
に
、

支
給
を
平
成
23
年
９
月
分
ま
で
６
カ
月

間
延
長
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
、４
月

１
日
よ
り
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
平
成
22
年
度
子
ど
も
手
当
法
を

延
長
す
る
法
律（
い
わ
ゆ
る
つ
な
ぎ
法
）

に
よ
り
平
成
23
年
９
月
分
ま
で
は
、こ

れ
ま
で
の
子
ど
も
手
当
法
ど
お
り
、中

学
校
を
修
了
す
る
子
ど
も
ま
で
を
対
象

に
、１
人
当
た
り
月
額
１
万
３
０
０
０

円
を
支
給
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
10
月
分
以
降
の
子
ど
も
手

当
に
つ
い
て
は
、国
に
お
い
て
今
後
検

討
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、暫
定
的
な

つ
な
ぎ
期
間
中
で
あ
る
平
成
23
年
６
月

は
、現
況
届
を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

現
況
届
と
は

子
ど
も
手
当
の
受
給
者
は
、子
ど

も
手
当
法（
平
成
22
年
法
律
第
19
号
）

第
27
条
の
規
定
に
よ
り
、毎
年
６
月

に
現
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

こ
の
届
は
、毎
年
６
月
１
日
に
お

け
る
受
給
者
の
状
況
や
、子
ど
も
の

監
護
養
育
状
況
な
ど
を
把
握
し
、子

ど
も
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件

が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め

の
手
続
き
で
す
。

平成23年6月の「現況届」は不要です
子ども手当

こども未来課 母子児童担当　 （584）1111 （584）1115

臨時相談
コーナー
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安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
は
す
べ
て
の
人
の
望
み

で
す
が
、テ
レ
ビ
や
新
聞
で
は
、毎
日
の
よ
う

に
事
件
の
ニ
ュ
ー
ス
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。犯
罪

や
非
行
を
な
く
す
た
め
に
は
、取
り
締
ま
り
を
強
化

し
て
、過
ち
を
犯
し
た
人
を
処
罰
す
る
だ
け
で
な
く
、

立
ち
直
ろ
う
と
決
意
し
た
人
を
社
会
で
受
け
入
れ
て

い
く
こ
と
や
、犯
罪
や
非
行
を
す
る
人
を
生
み
出
さ

な
い
家
庭
や
地
域
を
つ
く
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」強
調
月
間

　

７
月
は
、「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」の
強
調
月

間
で
す
。

　

こ
の
運
動
は
、す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の

防
止
と
、罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ

せ
、犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と

す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

推
進
大
会
な
ど
に
参
加
し
、一
人
一
人
が
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
。

第
61
回「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」推
進
大
会

日
時　
７
月
30
日
㈯

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館
サ
ン
ホ
ー

ル（
大
谷
６
ー
24
）

内
容　
小
学
生
作
文
発
表
、ビ
デ
オ
映
画
上
映
、リ

サ
イ
ク
ル
自
転
車
抽
選

私
た
ち
の
ま
ち
の
保
護
司
で
す

　

保
護
司
は
、法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、犯
罪
を
犯

し
た
り
、非
行
に
走
っ
た
り
し
た
人
が
立
ち
直
り
、社

会
で
立
派
に
更
生
す
る
よ
う
手
助
け
を
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、地
域
で
の「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」、特

に
青
少
年
の
非
行
防
止
と
健
全
育
成
の
た
め
の
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

犯
罪
・
非
行
や
、覚
せ
い
剤
・
シ
ン
ナ
ー
の
乱
用
な

ど
で
困
っ
て
い
る
人
は
、遠
慮
な
く
近
く
の
保
護
司

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

「社会を明るくする運動」を推進します
ふれあいと対話が築く明るい社会

人権男女共同参画課 　 （584）1111 （584）1153

氏名 地区 電話番号

白
しろうず

水繁
しげのり

則 春日 （591）5666
髙
たか

　壽
じゅいち

一 千歳町 （581）5997
半
はんざわ

澤　正
ただし

春日原北町 （581）1349
佐
さ え き

伯幸
さ ち こ

子 泉 （585）9344
鬼
おにくら

倉美
み え こ

惠子 須玖北 （573）2468
勝
か つ の

野幸
ゆきまさ

正 上白水 （591）7987
笹
ささぶち

渕善
よしゆき

之 白水ヶ丘 （592）8133
藤
ふ じ い

井　卓
たかし

天神山 （571）5673
内
ないとう

藤　徹
とおる

大土居 （595）0514
泉
いずみ

　安
やすかず

和 塚原台 （595）1100
岩
いわもと

元忍
のぶただ

忠 白水ヶ丘 （575）1370
大
お お つ

津　敦
あつし

紅葉ヶ丘東 （501）2862
かた

野
の

明
あ き こ

子 松ヶ丘 （596）6326
武
たけすえ

末政
まさとし

利 桜ヶ丘 （582）3802
井
いのうえ

上芙
ふ き こ

貴子 岡本 （581）6553
柴
し ば た

田俊
しゅんたろう

太郎 下白水北 （591）0561
米
よ ね だ

田勝
かつまさ

正 塚原台 （595）0280
金
かなどう

堂雅
まさふみ

文 上白水 （582）5650
原
はら

　幸
ゆ き お

雄 日の出町 （591）6354
古
こ が

賀俊
としみつ

光 松ヶ丘 （596）5870
金
かなどう

堂　実
みのる

大和町 （582）6833
※　平成23年4月1日現在

■保護司一覧（敬称略・順不同）

スズメバチにご注意を！
　スズメバチは危険ですが、通常巣を刺激しなければ人を
襲うことはないといわれています。
　巣は生け垣や軒下、天井裏などに多く見られ、山の中では
土手や木の洞などにも営巣します。
　5〜6月ごろに巣を作り、働きバチを育て、女王バチが冬
眠するまでの半年間程度活動します。9〜10月はハチの数
も増え、盛んに活動します。種類によっては警戒心も強くな
るため注意が必要です。

もし、刺されたら
応急処置としては、傷口から毒を絞り出し、水道水でよ
く洗った後、氷などで冷やしましょう。
人によっては呼吸困難、めまい、失神など重篤なショッ

ク症状を起こす場合がありますので、早めに医療機関を
受診しましょう。
ハチの巣の駆除
市ではハチの巣の駆除は行っていません。土地の所有
者または管理者の責任で駆除してください。

問い合わせ先　環境課生活環境担当
（584）1111
（584）1147
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３
月
11
日
に
発
生
し
た「
東
日
本
大
震
災
」に
関
す
る

市
の
被
災
地
支
援（
追
加
実
施
分
）に
つ
い
て
、状

況
を
報
告
し
ま
す
。

市
民
義
援
金（
第
二
次
分
）を
送
金

４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
に
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
を
、６
月
１
日
に
春
日
市
民
義

援
金（
第
二
次
分
）と
し
て
送
金
し
ま
し
た
。

市
内
各
中
学
校
生
徒
会
、春
日
市
柔
道
協
会
、春
日
市

柔
道
育
成
会
、福
岡
地
区
防
衛
協
会
青
年
会
、そ
の
他
市

内
の
企
業
や
団
体
、自
治
会
、個
人
の
皆
さ
ん
か
ら
多
数

の
善
意
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

送
金
額　

５
２
０
万
６
４
０
０
円（
送
金
額
累
計

１
４
２
９
万
７
６
０
０
円
）

送
金
先

▽
日
本
赤
十
字
社

２
６
０
万
３
２
０
０
円

▽
社
会
福
祉
法
人
中
央
共
同
募
金
会

２
６
０
万
３
２
０
０
円

※　

今
後
、こ
の
義
援
金
は
、両
団
体
を
通
じ
て
被
災
者

に
配
分
さ
れ
ま
す
。な
お
、義
援
金
は
引
き
続
き
募
集

し
て
い
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

義
援
金
箱
設
置
期
間（
予
定
）　

９
月
15
日
㈭
ま
で

設
置
場
所・時
間（
閉
庁
・
閉
館
日
を
除
く
）

▽
市
役
所
市
民
課

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

▽
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

▽
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー（
大
谷
６
ー
24
）

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

▽
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館（
岡
本
３
ー
57
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※　

希
望
す
る
人
は
、所
得
税
の
確
定
申
告
な
ど
の
際

に
必
要
と
な
る「
預
り
証
」を
交
付
し
ま
す
の
で
、義

援
金
を
募
金
す
る
際
に
窓
口
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

被
災
地
へ
新
た
に
職
員
を
派
遣

市
は
、東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
支
援

の
た
め
、健
康
福
祉

部
お
よ
び
市
民
部
の

職
員
を
宮
城
県
東
松

島
市
と
石
巻
市
へ
、

２
人
ず
つ
新
た
に
派

遣
し
ま
し
た
。

東
松
島
市
で
は
、

５
月
27
日
か
ら
と

６
月
14
日
か
ら
の
９
日
間
、県
と
市
町
村
の
合
同
支
援

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
、被
災
地
市
役
所
の
窓
口
業
務

や
相
談
業
務
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、石
巻
市
へ
は
、６
月
13
日
か
ら
７
月
15
日
ま
で

の
約
１
カ
月
間
の
予
定
で
派
遣
し
て
お
り
、現
在
も
支

援
活
動
中
で
す
。

東
松
島
市
か
ら
帰
任
し
た
職
員
の
報
告
に
よ
る
と
、

「
津
波
で
壊
れ
た
家
屋
や
流
さ
れ
た
車
な
ど
は
手
付
か

ず
の
状
態
。現
地
の
職
員
は
、行
政
機
能
の
回
復
や
復
旧

に
向
け
て
懸
命
な
努
力
を
続
け
て
い
る
も
の
の
、疲
労

は
限
界
に
達
し
て
お
り
、継
続
的
支
援
が
必
要
と
思
う
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

　

今
後
も
市
は
、被
災
地
の
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

東日本大震災の被災地支援について
報告します

春日市救援対策本部（総務課内）　 （584）1156（直通） （584）1145

第38回春日市文化祭作品展
展示作品を募集します

　11月5日㈯・6日㈰にふれあい文化センターで行う「第38
回春日市文化祭作品展」の展示作品を募集します。
文化祭期日　11月5日㈯・6日㈰
申込期間　8月14日㈰〜10月2日㈰
※　詳しくは、ふれあい文化センター（大谷6ｰ24）、市役所、
各地区公民館などに置いている出品要項を見てくださ
い。

問い合わせ先　
文化振興課事業担当
（584）3366
（501）1669

△被災地支援を行う職員の壮行会

△第38回春日市文化祭
出品要項
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問い合わせ先　春日市民図書館
（584）4646　 （584）3900

市民
図書館から

～いま気になるこの一冊～

　現実のボランティア活動は実際のとこ

ろどうなっているのか。きちんと相手に

届いているのか。みんなが思っている素

朴な疑問に応えるとともに、その仕組み

を分かりやすく解説し

ています。

　ボランティアの根本

的意義にまで踏み込ん

で書かれた意欲作です。

ボランティアの現在・過去・未来

　ボランティアといえば何を思い浮かべ

るでしょうか。例えば募金も立派なボラ

ンティアです。

　この本では最初の一歩として募金や

チャリティー商品の購入

による支援、家庭で不用に

なった書き損じのハガキ

の有効利用など、気軽に始

められる情報が満載です。

　東日本大震災でも大活躍したボランティア。休日を利用した日帰りボランティアなど、無理をしないライフスタイルに合
わせた活動が見直されています。「ボランティアって、具体的にはどうすればいいの」「私にもできるのかしら」など、少々敷
居が高いと感じている人も、まずはボランティア活動に関心を持ってみませんか。

『ボランティア・ＮＰＯ』
   雨

あめみや

宮孝
た か こ

子／他著　
中央法規 369.7ボ【棚43】

『幸せを届けるボランティア不幸を
招くボランティア』 　田

た な か

中　優
ゆう

／著　
河出書房新社　YA369タ【棚53】

『いまあなたにできる、50のこと』
   W

ウ ェ イ ブ

AVE出版／編　

 WAVE出版　369.7イ【棚43】

　一口にボランティアといってもいろい

ろな形態があります。この本では、主に

ボランティア組織について解説してい

ます。NPOや企業支援の在り方など、こ

れから本格的にボラン

ティア活動を行うに当

たって、どんな仲間と活

動していけばいいのか

指針を示してくれます。

　絵本やわらべうたを一緒に楽しみませんか。

☆ 午前11時〜11時30分 ： 6日㈬・0歳から、　13日㈬・1歳から、　20日㈬・0歳から、　27日㈬・1歳から

◎ 午後3時〜3時30分 ： 2日㈯・小学生から、　9日㈯・3歳から、　16日㈯・小学生から、　23日㈯・3歳から

☆：ふれあい文化センター旧館集会室　◎：市民図書館

7月のおはなし会

春
日
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、

申
請
を
す
る
と「
春
日
市
国
民
健
康
保
険
は
り
・

き
ゅ
う
受
療
証
」の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

有
効
期
限
は
原
則
毎
年
６
月
末
日
で
す
が
、75
歳
に
な

る
人
は
75
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
で
す
。

　

春
日
市
が
指
定
し
た
は
り
・
き
ゅ
う
施
術
所
で
、は
り
・

き
ゅ
う
の
施
術
を
受
け
る
と
き
に
、受
療
証
と
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
を
提
示
す
る
と
左
記
の
金
額
で
施
術
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、後
期
高
齢
者
医
療
に
も
同
様
の
制
度（
有
効
期
限

は
毎
年
３
月
末
日
）が
あ
り
ま
す
の
で
、必
要
な
場
合
は
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

施
術
料
金

▽
一
術（
は
り
・
き
ゅ
う
い
ず
れ
か
）　

６
１
０
円

▽
二
術（
は
り
・
き
ゅ
う
両
方
）　
７
６
０
円

※　

助
成
は
、１
日
１
回
、ひ
と
月
に
10
回
を
限
度
と
し
ま

す
。

申
請
に
必
要
な
物　

春
日
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証（
後
期
高
齢
者
は
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
）、印
鑑

申
請
先　
国
保
年
金
課
国
保
担
当（
市
役
所
１
階
）

はり・きゅう費の助成について
国民健康保険加入者の皆さんへ

国保年金課 国保担当　 （584）1111 （584）1141

入札結果
市発注の建設工事
　5月に行った建設工事の入札
結果（契約金額5000万円以上）
をお知らせします。
入札案件　（仮称）大土居地区公
民館新築工事（建築主体工
事）

工事期間　平成23年6月1日〜
平成24年2月29日（建物部
分については平成23年12
月26日まで）

契約金額　1億489万5000円
工事業者　永田建設株式会社
問い合わせ先　財政課契約担当
　　 （584）1111
　　 （584）1145
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〜まちの話題や人の紹介〜

　5月3日から3日間の日程で、「第11回毎日旗争奪こいの
ぼり少年野球大会」が雁の巣レクリエーションセンター
で行われました。この大会には県内外から40チーム約
800人が参加。白熱した試合が繰り広げられ、春日市ス
ポーツ少年団軟式野球チーム「春日少年野球」が準優勝を
獲得しました。
　各チームとも、新メンバーで臨んだこの大会。春日少年
野球は、週3回、2時間ずつの厳しい練習にチーム一丸となって取り組み、当日は十分にその成果を発揮し結果を出
しました。
　5月13日、準優勝の報告のため市長を表敬訪問した同チーム。メンバーたちはこの結果に満足することなく、「次
の大きな大会、稲尾杯では絶対に優勝したい」とすでに今後の目標をはっきりと見据えていました。

春日少年野球

毎日旗争奪こいのぼり大会準優勝

　4月30日、5月1日に筑紫野市で行われた「第25回全日本小学
生ソフトボール福岡県大会」で、春日市スポーツ少年団所属「紅
葉ヶ丘ジュニアソフト」が優勝。8月に福井県で行われる全国大
会に出場します。
　同チームは、週3回の練習に集中して取り組み、大会当日は互
いに励まし合いながら試合に挑み優勝を勝ち取りました。
　5月26日、結果報告のため市役所を訪問した同チーム。主将の

首
しゅどう
藤選手は「8月の全国大会に向けて練習を頑張り、優勝を目指します」と意気込みを語ってくれました。
　これを受け、井上市長は「全国大会なので緊張するかもしれないけれど、全力を出し切って頑張ってください」と
激励しました。

紅葉ヶ丘ジュニアソフト

全日本小学生ソフトボール県大会優勝

　5月28日、春日東中学校で「第41回春日市消防操法大会」が行
われました。これは、市消防団が消防技術の向上を目的に毎年
行っているもので、火災現場を想定して消火活動の操作の速さ
と正確さを競うものです。
　当日は雨が降る悪コンディションにもかかわらず、参加した
8チームはいずれも士気旺盛で活力ある操法を披露しました。

　ポンプ車の部で優勝した本部分団、小型ポンプの部で優勝した北分団は、それぞれ9月18日㈰に行われる筑紫地
区消防操法大会に出場します。

春日市消防団

春日市消防操法大会
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「
お
宝
文
化
人
」紹
介
コ
ー
ナ
ー

７
月
の
お
知
ら
せ

　

春
日
市
の
お
宝
文
化
人
の
作
品
や
活

動
写
真
な
ど
を
月
替
わ
り
で
紹
介
し
ま

す
。

日
時　

７
月
１
日
㈮
〜
31
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

ロ
ビ
ー（
大
谷
６
ー
24
）

内
容　

服は
っ
と
り部
裕ゆ

か佳
さ
ん
の
３
Ｂ
体
操

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課
社
会
教

育
担
当

（
５
７
５
）４
１
２
１

（
５
９
３
）７
３
８
０

白
水
大
池
公
園
星
の
館

開
館
情
報

　

７
月
上
旬
の
開
館
情
報
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。い
ず
れ
も
参
加
は
無
料
で
す
。

ぜ
ひ
来
館
し
て
く
だ
さ
い
。 春日市役所

☎（584）1111
　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば

○
全
国
同
時
七
夕
講
演
会

　

七
夕
の
日
の
前
後
、全
国
各
地
で

同
時
に「
七
夕
講
演
会
」を
行
い
ま

す
。星
の
館
で
は
、講
師
を
招
き
子
ど

も
も
楽
し
め
る
お
話
を
し
ま
す
。

日
時　

７
月
８
日
㈮

▽
午
後
７
時
〜
７
時
30
分

▽
午
後
８
時
〜
8
時
30
分

講
師　

山や
ま
お
か岡 

均ひ
と
しさ
ん（
九
州
大
学
大

学
院
理
学
府
物
理
学
専
攻 

助
教
授
）

定
員　

各
30
人（
先
着
順
）

○
七
夕
観
望
会

　

ベ
ガ（
織
姫
星
）と
ア
ル
タ
イ
ル

（
彦
星
）を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、七
夕
の
さ
さ
飾
り
も
行
い

ま
す
。

日
時　

７
月
７
日
㈭
〜
10
日
㈰（
７

日
㈭
は
特
別
開
館
）

午
後
８
時
〜
９
時
30
分

○
惑
星
観
望
会「
さ
よ
な
ら
土
星
、ま
た

来
年
」

　

土
星
の
見
頃
は
今
月
い
っ
ぱ
い

で
、次
に
好
条
件
で
観
察
で
き
る
の

は
来
年
の
春
で
す
。梅
雨
明
け
の
き

れ
い
な
空
で
土
星
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時　

７
月
15
日
㈮
〜
17
日
㈰

午
後
８
時
〜
９
時
30
分

場
所　

同
施
設（
大
字
下
白
水
２
０
９

ー
１
７
１
）

※　

開
館
時
間
は
、毎
週
金
・
土
・
日
曜

日
の
午
後
２
時
か
ら
９
時
30
分
ま
で

で
す
。混
雑
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、閉
館
30
分
前
ま
で
に
来
館
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、星
の
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
人
は
、気
軽
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
同
施
設

（
５
５
８
）９
０
９
９（

兼
用
）

▽
社
会
教
育
課
社
会
教
育
担
当

（
５
７
５
）４
１
２
１

（
５
９
３
）７
３
８
０

夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り

裁
判
所
親
子
見
学
会

　

裁
判
員
制
度
や
裁
判
の
仕
組
み
に
つ

い
て
、親
子
で
学
び
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　

小
学
５
・
６
年
生
と
そ
の
保
護

者

日
時　

８
月
24
日
㈬

▽
午
前
10
時
〜
正
午

▽
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

※　

い
ず
れ
も
開
始
30
分
前
か
ら
受
け

付
け
ま
す
。

場
所　

福
岡
地
方
裁
判
所（
福
岡
市
中

央
区
城じ

ょ
う
な
い
内
１
ー
１
）

内
容　

模
擬
裁
判
、ク
イ
ズ
大
会
、質
問

コ
ー
ナ
ー
、記
念
撮
影（
法
服
着

用
）な
ど

定
員　

各
50
組（
１
０
０
人
）程
度（
申

込
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
地
方
裁

判
所
総
務
課
広
報
係

（
７
８
１
）３
１
４
１

春
日
市
温
水
プ
ー
ル

夏
休
み
特
別
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
レ
ッ
ス
ン

　

夏
休
み
の
期
間
を
利
用
し
て
、１

ラ
ン
ク
上
の
泳
ぎ
を
目
指
し
ま
せ

ん
か
。

対
象　

３
歳
以
上
の
人

期
間　

７
月
22
日
㈮
〜
８
月
28
日
㈰

場
所　

同
プ
ー
ル（
大
谷
６
ー
24
）

受
講
料　

30
分
当
た
り
１
０
５
０
円

※　

受
講
特
典
な
ど
に
つ
い
て
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

７
月
21
日
㈭
ま
で
に
、電

話
か
直
接
窓
口
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

ザ
オ
バ
九
州

（
温
水
プ
ー
ル
指
定
管
理
者
）

（
９
１
５
）３
５
０
０

（
９
１
５
）１
０
０
５

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

「
ソ
フ
ト
１
０
０
」

　

柔
ら
か
く
て
軽
い
ボ
ー
ル
を
使
っ
た

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
す
。

　

能
力
に
合
わ
せ
た
指
導
で
、受
講
生

で
チ
ー
ム
編
成
し
試
合
が
で
き
る
レ
ベ

ル
を
目
指
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
小
学
生

日
時　

７
月
23
日
㈯
〜
９
月
10
日
㈯
の

毎
週
土
曜
日

午
後
３
時
〜
５
時

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
競
技

場（
大
谷
６
ー
28
）な
ど

受
講
料　

１
０
０
０
円（
別
途
ス
ポ
ー

ツ
保
険
料
６
０
０
円
が
必
要
）

申
込
方
法　

７
月
23
日
㈯
ま
で
に
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏
名
、電

話
番
号
、学
校
名
・
学
年
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

バ
レ
ー
ボ
ー

ル
協
会
事
務
局 

林
は
や
し

（
５
８
２
）２
１
５
９（

兼
用
）

春
日
神
社
コ
ー
ス
を
歩
こ
う

健
康
ウ
ォ
ー
ク

　

ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー（
運
動
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）と
一
緒
に
楽
し
く
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

体
力
に
合
わ
せ
て
７
㎞
と
４
・
５
㎞

の
２
コ
ー
ス
か
ら
選
べ
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、予
約
も
不
要
で
す
。

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月
13
日
㈬（
小
雨
決
行
）

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

（
受
付
：
午
前
９
時
〜
）

集
合
場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
２
階
ロ

ビ
ー（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

※　

タ
オ
ル
・
水
筒
・
帽
子
を
持
っ
て
、

歩
き
や
す
い
服
装
、運
動
靴
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
保
健
指
導
担

当

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１
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情報ひろば

春
日
市
介
護
を
考
え
る
家
族
の
会

介
護
を
考
え
る
交
流
会

　

同
会「
ひ
だ
ま
り
の
会
」と
春
日
市
社

会
福
祉
協
議
会
で
は
、介
護
者
家
族
の

認
知
症
に
対
す
る
本
人
と
の
心
の
在
り

方
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
、交
流
会
を

行
い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

日
時　

７
月
21
日
㈭

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

春
日
市
社
会
福
祉
協
議
会
大
会

議
室（
昇
町
３
ー
１
０
１
）

テ
ー
マ　
「
認
知
症
？
・
・
・
本
人
と
家

族
の
心
の
在
り
方
」

講
師　

岩い
わ
し
た下
陽よ
う
こ子
さ
ん（
介
護
福
祉
士
）

問
い
合
わ
せ
先

▽
春
日
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

（
５
８
１
）７
２
２
５

　

（
５
８
１
）７
２
５
８

▽
同
会「
ひ
だ
ま
り
の
会
」

　

（
５
８
２
）５
７
９
８（

兼
用
）

お
ひ
さ
ま
生
き
が
い
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

　

笑
顔
が
多
い
生
活
は
、「
心
」と「
身

体
」を
元
気
に
し
て
く
れ
ま
す
。

　

お
ひ
さ
ま
生
き
が
い
ク
ラ
ブ
は
、認

知
症
を
予
防
し
、気
持
ち
を
若
々
し
く

持
っ
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

の
教
室
で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　

体
力
が
低
下
し
虚
弱
傾
向
に
あ

る
人
で
、次
の
項
目
に
１
つ
以
上

該
当
す
る
65
歳
以
上
の
人（
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
人
を
除
く
）

▽
週
１
回
以
上
外
出
す
る
こ
と
が
な
い

▽
周
囲
の
人
か
ら
物
忘
れ
が
多
く
な
っ

た
と
言
わ
れ
る

▽
日
常
生
活
に
不
安
を
感
じ
る
こ
と
が

多
く
、生
活
を
楽
し
め
な
く
な
っ
た

▽
気
持
ち
が
落
ち
込
む
こ
と
が
多
い

※　

教
室
参
加
に
当
た
っ
て
は
、事
前

に
保
健
師
に
よ
る
面
接
を
行
い
決
定

し
ま
す
。

日
時　

７
月
29
日
㈮
〜
12
月
16
日
㈮
の

毎
週
金
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

※　

自
分
で
来
所
で
き
な
い
人
は
送
迎

バ
ス（
片
道
１
０
０
円
）を
利
用
で
き

ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
介
護

予
防
担
当

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

九
州
が
ん
セ
ン
タ
ー

「
患
者
さ
ん
と
ご
家
族
の
教
室
」

　

が
ん
に
対
す
る
知
識
を
深
め
て
も
ら

う
た
め
、が
ん
患
者
や
そ
の
家
族
だ
け

で
な
く
、広
く
一
般
の
市
民
の
皆
さ
ん

を
対
象
と
し
た
勉
強
会
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、講
義
後
に
は
個
別
の
が
ん
相
談

も
行
い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

期
日
・
テ
ー
マ

▽
７
月
15
日
㈮

が
ん
と
遺
伝
、が
ん
の
検
査
・
内
視
鏡

▽
８
月
５
日
㈮

す
い
が
ん
の
話
、が
ん
の
食
事

▽
９
月
９
日
㈮

乳
が
ん
の
話
、乳
が
ん
の
生
活
上
の

留
意
点

▽
10
月
14
日
㈮

泌
尿
器
の
話
、子
宮
が
ん
の
話

▽
11
月
25
日
㈮

リ
ン
パ
に
つ
い
て
、リ
ン
パ
浮
腫
の

生
活
上
の
留
意
点

▽
12
月
９
日
㈮

大
腸
が
ん
の
話
、ス
ト
マ
ケ
ア

▽
１
月
13
日
㈮

整
形
外
科
・
骨
軟
部
腫
瘍
、生
活
上
の

留
意
点

▽
２
月
10
日
㈮

頭
頸け

い

部
の
が
ん
、生
活
上
の
留
意
点

▽
３
月
９
日
㈮

血
液
の
話
、薬
の
話

時
間　

午
後
１
時
〜
２
時

場
所　

九
州
が
ん
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議

室（
福
岡
市
南
区
野の

た

め
多
目
３
ー

１
ー
１
）

定
員　

各
１
０
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

相
談
支
援
・
情

報
セ
ン
タ
ー

（
５
４
２
）８
５
３
２（
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
）

（
５
４
１
）８
１
０
０（
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
）

「
高
齢
者
よ
い
歯
の
表
彰
」

80
歳
以
上
の
歯
科
健
診

　

福
岡
県
歯
科
医
師
会
は
、８
０
２
０

運
動（
80
歳
ま
で
20
本
以
上
自
分
の
歯

を
残
す
た
め
の
歯
科
保
健
普
及
啓
発
事

業
）の
一
環
と
し
て
、「
８
０
２
０
生
涯

を
通
じ
た
歯
科
保
健
大
会
」で「
高
齢
者

よ
い
歯
の
表
彰
」を
行
い
ま
す
。

　

事
前
に
歯
科
医
師
が
検
診
を
行
い
、

口
の
健
康
状
態
が
優
良
と
判
断
し
た
場

合
、上
位
２
人
を
前
記
の
大
会
へ
推
薦

し
ま
す
。こ
の
機
会
に
、ぜ
ひ
歯
科
検
診

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

検
診
は
無
料
で
す
。

対
象　

春
日
市
・
大
野
城
市
・
筑
紫
野

市
・
太
宰
府
市
・
那
珂
川
町
に
居

住
す
る
80
歳
以
上
で
自
分
の
歯

が
20
本
以
上
残
っ
て
い
る
人

※　

対
象
者
に
は
、検
診
後
に
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
す
。

実
施
期
間　

７
月
11
日
㈪
〜
25
日
㈪

（
各
歯
科
医
院
の
診
療
時
間
内
）

実
施
場
所　

筑
紫
歯
科
医
師
会
会
員
の

歯
科
医
院

問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
歯
科
医
師
会

（
５
７
２
）８
２
１
１

春
日
市
食
生
活
改
善
推
進
会
と
作
る

親
子
食
育
料
理
教
室

　

朝
食
を
食
べ
な
い
子
ど
も
や
一
人
で

食
事
を
す
る
子
ど
も
が
増
え
、食
生
活

の
乱
れ
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

夏
休
み
の
１
日
、親
子
で
食
材
に
触

れ
一
緒
に
料
理
を
作
る
こ
と
で
、食
生

活
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

対
象　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

日
時　

７
月
28
日
㈭

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

参
加
費（
１
人
当
た
り
）

▽
大
人　

３
０
０
円

▽
子
ど
も　

２
０
０
円

定
員　

15
組（
申
込
先
着
順
）

※　

託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。弟
妹
児
の
参

加
に
つ
い
て
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

持
っ
て
く
る
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

手
拭
き
用
の
タ
オ
ル

申
込
方
法　

７
月
１
日
㈮
〜
15
日
㈮

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、親
子
の
氏
名
、電
話
番
号
、

子
ど
も
の
学
年
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
保
健

指
導
担
当

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１
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家
庭
介
護
介
助
者
養
成
講
座

受
講
生
募
集

　

㈶
福
岡
県
市
町
村
振
興
協
会
で
は
、

家
庭
で
介
護
を
し
て
い
る
人
や
そ
の
方

法
な
ど
を
学
び
た
い
人
を
対
象
に
、２

日
間
の
コ
ー
ス
で
、す
ぐ
に
役
立
つ
知

識
や
技
術
の
習
得
を
図
る
た
め
の
講
座

を
行
い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

期
日
・
場
所

▽
８
月
21
日
㈰
・
28
日
㈰

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー（
大
谷

６
ー
24
）

▽
９
月
３
日
㈯
・
10
日
㈯

ピ
ー
ポ
ー
ト
甘
木（
朝
倉
市
甘あ

ま
ぎ木

１
９
８
ー
１
）

▽
９
月
４
日
㈰
・
11
日
㈰

筑
紫
野
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
カ
ミ
ー
リ
ヤ
」（
筑
紫
野
市
岡お

か
だ田

３
ー
11
ー
１
）

▽
10
月
30
日
㈰
、11
月
６
日
㈰

糸
島
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー「
あ
ご

ら
」（
糸
島
市
潤う

る
う１
ー
22
ー
１
）

▽
11
月
12
日
㈯
・
19
日
㈯

オ
ア
シ
ス
篠
栗（
糟
屋
郡
篠
栗
町
大

字
田た

な
か中
１
ー
１
）

▽
11
月
13
日
㈰
・
20
日
㈰

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ（
大
野
城
市

曙
あ
け
ぼ
の
ま
ち町
２
ー
３
ー
１
）

時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
10

分

定
員　

各
20
人（
申
込
先
着
順
）

※　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

（
〒
816
ー
０
８
０
４
原
町
３
ー

１
ー
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
受

け
箱
11
号
）

（
５
８
４
）３
９
３
１

（
５
８
４
）３
９
２
３

要
約
筆
記
を
学
び
ま
せ
ん
か

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

　

耳
の
不
自
由
な
人
の
た
め
に
、話
の

内
容
を
要
約
し
て
、書
い
て
伝
え
る「
要

約
筆
記
奉
仕
員
」を
養
成
す
る
基
礎
講

座
で
す
。

　

託
児（
１
人
１
回
５
０
０
円
・
小
学
生

ま
で
）も
あ
り
ま
す
。

対
象　

受
講
後
、市
内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
で
き
る
人

期
日　

８
月
１
日
㈪
・
８
日
㈪
・
22
日

㈪
・
29
日
㈪
、９
月
５
日
㈪
・
12

日
㈪
・
25
日
㈰
・
26
日
㈪（
計
８

回
）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

受
講
料　

１
０
５
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

定
員　

20
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

７
月
21
日
㈭（
必
着
）ま
で

に
、往
復
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、

住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、年

齢
、電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
、

受
講
動
機
、託
児
の
有
無
を
書

い
て
送
る

※　

受
講
の
可
否
は
、７
月
27
日
㈬
ま

で
に
通
知
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
要
約

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

麻
生
教
育

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

（
４
８
２
）７
０
０
６

（
４
８
２
）０
４
５
３

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

就
業
支
援
講
習
会

　

｢

医
療
事
務
２
級
メ
デ
ィ
カ
ル
ク

ラ
ー
ク｣

の
試
験
合
格
に
向
け
て
、必
要

な
知
識
と
技
能
を
習
得
す
る
講
習
会
で

す
。

対
象　

母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
寡
婦
で

資
格
を
生
か
し
求
職
あ
る
い
は

転
職
を
希
望
し
て
い
る
人

期
間　

８
月
23
日
㈫
〜
９
月
16
日
㈮
の

平
日
昼
間
の
う
ち
12
日
間

※　

試
験
日
は
９
月
24
日
㈯
で
す
。

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
研
修
室

（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

受
講
料　

２
万
円
程
度（
テ
キ
ス
ト
代
・

検
定
料
）

定
員　

20
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

※　

申
し
込
み
が
半
数
以
下
の
場
合
は

中
止
し
ま
す
。

託
児　

１
歳
〜
就
学
前
の
子
ど
も（
事

前
予
約
制
・
試
験
日
の
託
児
な

し
）

申
込
方
法　

８
月
１
日
㈪（
必
着
）ま
で

に
、所
定
の
申
込
書
を
郵
送
か

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
る

※　

申
込
書
は
、同
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

市
こ
ど
も
未
来
課（
市
役
所
２
階
）に

あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
母
子

寡
婦
福
祉
連
合
会
母
子
家
庭

筆
記
の
会「
で
ん
で
ん
虫
」

（
〒
816
ー
０
８
５
１
昇
町
３
ー

１
０
１
春
日
市
社
会
福
祉
協
議

会
か
す
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
内
）

（
５
０
１
）１
１
３
６

（
５
８
１
）７
２
５
８

身
体
・
精
神
障
が
い
者
対
象

職
業
訓
練
生
募
集

対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
精
神

保
健
福
祉
手
帳
を
有
し
、公
共

職
業
安
定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

に
求
職
登
録
を
行
っ
て
い
る
人

で
介
護
を
必
要
と
せ
ず
身
辺
処

理
が
で
き
る
人

科
目　

パ
ソ
コ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
総
合
科

日
時　

９
月
１
日
㈭
〜
11
月
25
日
㈮

（
平
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
ー
１
ー
７
）

受
講
料　

約
１
万
円（
教
材
費
）

※　

資
格
取
得
の
た
め
の
検
定
受
験
料

は
別
途
必
要
で
す
。

定
員　

15
人

※　

定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、中
止

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法　

７
月
21
日
㈭
ま
で
に
、最

寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
）で
申
し
込
む

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校

０
９
３（
７
４
１
）５
４
３
１

０
９
３（
７
４
１
）１
３
４
０

フ
ァ
ミ
サ
ポ
か
す
が

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
習
会

　

子
育
て
に
大
切
な
食
生
活
に
つ
い
て

の
講
演
会
を
行
い
ま
す
。食
の
バ
ラ
ン

ス
が
心
の
バ
ラ
ン
ス
と
密
接
に
関
係
し

て
い
る
こ
と
や
安
全
な
食
品
と
は
何
か

を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

受
講
は
無
料
で
、会
員
の
み
託
児（
無

料
・
３
カ
月
以
上
・
先
着
20
人
）が
あ
り

ま
す
。

日
時　

７
月
25
日
㈪

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

す
く
す
く
プ
ラ
ザ
わ
ん
ぱ
く

ル
ー
ム（
須
玖
南
２
ー
１
２
０
）

テ
ー
マ　
「
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長

を
願
っ
て
〜
子
ど
も
の
身
心
の

健
康
と
食
生
活
〜
」

講
師　

牛う
し
じ
ま島
達た
つ
ろ
う郎
さ
ん（
元
福
岡
女
学

院
大
学
教
授
）

定
員　

50
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

７
月
１
日
㈮
以
降
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
住
所
、氏
名
、電
話
番

号
、託
児
の
有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
か
す
が
事

務
局（
す
く
す
く
プ
ラ
ザ
内
）

（
５
８
４
）７
７
０
０

（
５
８
４
）７
７
３
９

fam
isapo@

city.kasuga.fuku
oka.jp
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情報ひろば

離
乳
食
教
室

参
加
者
募
集

　

赤
ち
ゃ
ん
の
食
事
量
や
内
容
で
悩
ん

で
い
る
人
の
た
め
の
、離
乳
食
の
作
り

方
や
進
め
方
の
教
室（
離
乳
食
中
期
以

降
の
話
が
中
心
）で
す
。

　

託
児（
１
人
３
０
０
円
）も
あ
り
ま

す
。

対
象　

６
〜
８
カ
月
の
子
ど
も
を
持
つ

保
護
者

日
時　

７
月
27
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
受
付
：
午
後
１
時
〜
）

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

参
加
費　

２
０
０
円（
実
習
材
料
費
）

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
物　

母
子
健
康
手
帳
、エ

プ
ロ
ン
、三
角
巾
、手
拭
き
タ
オ

ル
、託
児
に
必
要
な
道
具（
記
名

済
み
の
も
の
）

申
込
方
法　

７
月
４
日
㈪
〜
15
日
㈮

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
、子
ど
も

の
生
年
月
日
、託
児
の
有
無
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
保
健

指
導
担
当

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

緊
急
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

援
助
会
員
登
録
研
修
会

　

病
気
や
病
気
回
復
期
で
集
団
保
育
に

預
け
ら
れ
な
い
子
ど
も
の
預
か
り
や
、

保
護
者
の
急
な
残
業
・
宿
泊
を
伴
う
出

張
の
際
の
子
ど
も
の
預
か
り
な
ど
緊
急

時
に
対
応
し
、仕
事
と
子
育
て
の
両
立

を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、同
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、子
ど
も
を
預
か
る「
援
助
会

員
」を
募
集
し
ま
す
。子
ど
も
が
好
き

で
、地
域
で
子
育
て
の
手
伝
い
を
し
た

い
人
な
ど
、ぜ
ひ
登
録
し
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
、託
児（
無
料
）も
あ

り
ま
す
。

対
象　

春
日
市
・
筑
紫
野
市
・
那
珂
川
町

に
居
住
し
、子
ど
も
の
保
育
に

理
解
と
熱
意
の
あ
る
人

期
日（
全
６
回
）

▽
第
１
回
目　

７
月
14
日
㈭
・
21
日
㈭
・

22
日
㈮
・
25
日
㈪
・
27
日
㈬
・
28
日
㈭

▽
第
２
回
目　

８
月
17
日
㈬
・
19
日
㈮
・

23
日
㈫
〜
26
日
㈮

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
ー
１
ー
７
）

定
員　

各
30
人

申
込
期
限

▽
第
１
回
目　

７
月
11
日
㈪

▽
第
２
回
目　

８
月
12
日
㈮

申
込
方
法　

期
限
ま
で
に
、フ
ァ
ッ
ク

ス
か
郵
送
で
参
加
申
込
書
を
送

る

※　

参
加
申
込
書
は
、福
岡
県
社
会
福

祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手

で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
大

野
城

（
５
８
９
）８
６
８
８

（
５
８
９
）８
０
８
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

福
岡
県
社
会
福
祉
協

議
会

http://w
w

w
.fsw

.or.jp/

春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

リ
サ
イ
ク
ル
展
示
会
・
講
座

○
リ
サ
イ
ク
ル
展
示
会

　

同
プ
ラ
ザ
に
持
ち
込
ま
れ
た
粗
大

ご
み
の
う
ち
、再
利
用
で
き
る
よ
う

に
修
理
し
た
自
転
車（
約
30
台
）や
ス

チ
ー
ル
家
具
類（
約
70
点
）、日
替
わ

り
品
な
ど
を
展
示
し
、譲
渡
ま
た
は

販
売（
自
転
車
の
み
）し
ま
す
。

対
象　

春
日
市
・
大
野
城
市
に
居
住

す
る
人

展
示
・
受
付
期
間　

８
月
２
日
㈫
〜

７
日
㈰（
６
日
㈯
を
除
く
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所　

同
プ
ラ
ザ

申
込
方
法　

期
間
中
に
、同
プ
ラ
ザ

に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
た
後
、持
参
し
た

ハ
ガ
キ（
１
世
帯
１
枚
、表
面

に
申
込
者
の
住
所
と
氏
名
を

記
入
、裏
面
が
白
紙
の
も
の
）

と
一
緒
に
提
出
す
る

注
意
事
項

▽
１
世
帯
で
、自
転
車
・
ス
チ
ー
ル
家

具
類
を
各
１
点
申
し
込
め
ま
す
。

▽
同
一
世
帯（
２
世
帯
住
宅
な
ど
を

含
む
）に
よ
る
複
数
の
ハ
ガ
キ
で

の
申
し
込
み
は
無
効
と
し
ま
す
。

▽
自
転
車
は
有
料（
２
０
０
０
円
）

で
、防
犯
登
録
料（
５
０
０
円
）も

必
要
で
す
。

▽
自
転
車
当
選
後
１
年
間
は
、自
転

車
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
申
込
多
数
の
場
合
は
、８
月
９
日

㈫
午
前
９
時
か
ら
公
開
抽
選
を
行

い
、結
果
は
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま

す
。

▽
当
選
品
は
、８
月
11
日
㈭
、12
日
㈮

と
16
日
㈫
〜
18
日
㈭
の
午
前
９
時

〜
午
後
３
時
30
分
に
引
き
取
っ
て

く
だ
さ
い
。

○
夏
休
み
リ
サ
イ
ク
ル
講
座
・
見
学
会

　

施
設
見
学
と
、赤
や
青
な
ど
色
と

り
ど
り
の
カ
レ
ッ
ト（
ガ
ラ
ス
の
か

け
ら
）を
再
利
用
し
て
ガ
ラ
ス
絵
を

作
り
ま
す
。世
界
に
一
つ
だ
け
の
作

品
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
小
学
生

日
時　

８
月
４
日
㈭

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

同
プ
ラ
ザ
２
階
研
修
室

講
師　

吉よ
し
む
ら村
和か
ず
あ
き昭
さ
ん（
わ
く
わ
く

☆
ド
キ
ド
キ
研
究
所
代
表
）

参
加
費　

３
０
０
円（
材
料
代
）

定
員　

40
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
込
方
法　

７
月
29
日
㈮
午
後
５
時

ま
で
に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
、氏

名（
ふ
り
が
な
）、電
話
番
号
、

学
校
名
・
学
年
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
プ
ラ
ザ（
春

日
公
園
６
ー
２
）

（
５
９
６
）７
０
６
６

（
５
９
５
）４
１
４
０

korplaza@
csf.ne.jp

春
日
市
消
費
者
の
会

「
成
年
後
見
制
度
」講
演
会

　

認
知
症
や
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
な
ど

に
よ
り
判
断
能
力
が
不
十
分
な
人
は
、商

品
の
購
入
や
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
際
、契

約
内
容
に
つ
い
て
よ
く
判
断
が
で
き
ず

に
契
約
を
結
ん
で
し
ま
い
悪
徳
商
法
な

ど
の
被
害
に
遭
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
判
断
能
力
の
不
十
分
な

人
を
保
護
し
、支
援
す
る「
成
年
後
見
制

度
」に
つ
い
て
の
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、予
約
も
不
要
で
す
。

日
時　

７
月
12
日
㈫

午
前
10
時
〜
正
午（
開
場
：
午
前

９
時
30
分
〜
）

場
所　

春
日
市
役
所
２
階
大
会
議
室

講
師　

豊と
よ
ど
め留　

一
は
じ
め
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

高
齢
者
・
障
害
者
安
心
サ
ポ
ー

ト
ネ
ッ
ト
）

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
づ
く
り
課
商
工

農
政
担
当

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）１
１
５
３
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春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
署

普
通
救
命
講
習
Ⅱ

　

人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）、そ
の
他
の
応
急

処
置
な
ど
を
身
に
付
け
る
た
め
の
講
習

会
で
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。ま
た
、筆
記
試
験

と
実
技
試
験
を
実
施
し
ま
す
が
、気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

春
日
市
、大
野
城
市
、那
珂
川
町

に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
す

る
中
学
生
以
上
の
人

日
時　

８
月
21
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時
30

分

場
所　

同
消
防
本
部（
春
日
２
ー
２
ー

１
ー
）

※　

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員　

40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
消
防
署

▽
本
署
救
急
係

　

（
５
８
４
）１
１
９
９

　

（
５
８
４
）１
１
６
１

▽
北
出
張
所
救
急
係

　

（
５
８
９
）０
１
１
９

　

（
５
８
９
）０
０
９
９

“
描
く
の
は
楽
し
い
”

子
ど
も
絵
画
教
室

　

子
ど
も
の
心
の
中
に
は
、伝
え
き
れ

な
い
た
く
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
潜
ん

で
い
ま
す
。

　

絵
が
好
き
な
人
は
も
ち
ろ
ん
、苦
手

な
人
も
、ク
レ
ヨ
ン
・
ク
レ
パ
ス
な
ど
で

好
き
な
色
を
た
く
さ
ん
使
っ
て
、１
枚

の
絵
を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日　

７
月
30
日
㈯
、８
月
10
日
㈬
、９

月
３
日
㈯

対
象
・
時
間

▽
午
前
の
部（
３
〜
５
歳
対
象
）

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

▽
午
後
の
部（
小
学
生
以
上
対
象
）

午
後
１
時
〜
２
時
45
分（
一
部
）

午
後
３
時
〜
４
時
45
分（
二
部
）

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

実
習
室（
大
谷
６
ー
24
）

参
加
費　

１
回
１
６
０
０
円

定
員　

各
16
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

希
望
日
の
３
日
前
ま
で

に
、電
話
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

櫟
く
ぬ
ぎ
の
森
美
術

館

０
９
０（
３
６
６
９
）０
１
２
３

keiham
m

@
yahoo.co.jp

筑
紫
地
区
商
工
会
職
業
訓
練
会

商
業
・
工
業
簿
記（
２
級
）講
座

　

日
商
簿
記
２
級
の
基
礎
理
論
・
記
帳

能
力
・
株
式
会
社
の
財
務
諸
表
の
作
成

お
よ
び
検
定
試
験
の
出
題
傾
向
と
問
題

の
ポ
イ
ン
ト
に
関
す
る
講
座
で
す
。

期
間　

８
月
２
日
㈫
〜
11
月
15
日
㈫
の

原
則
毎
週
火
・
木
曜
日
、第
１
・

第
３
土
曜
日（
計
37
回
）

時
間　

午
後
６
時
30
分
〜
９
時

場
所　

大
野
城
市
ま
ど
か
ぴ
あ（
大
野

城
市
曙あ
け
ぼ
の
ま
ち
町
２
ー
３
ー
１
）

受
講
料　

２
万
円（
テ
キ
ス
ト
・
資
料
代

含
む
）

※　

受
講
料
の
納
入
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル

に
つ
い
て
は
、返
金
で
き
ま
せ
ん
。

定
員　

50
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

７
月
１
日
㈮
〜
20
日
㈬

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
訓
練
会（
大

野
城
市
商
工
会
内
）

（
５
８
１
）３
４
１
２

（
５
８
１
）３
７
０
３

純
真
短
期
大
学

公
開
講
座

○
ラ
ン
チ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

小
学
生
を
対
象
と
し
た
調
理
体
験

や
学
生
に
よ
る
食
育
講
座
を
行
い
ま

す
。

対
象　

小
学
４
〜
６
年
生

日
時　

７
月
29
日
㈮

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所　

同
大
学
調
理
実
習
室

参
加
費　

無
料

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

○
サ
イ
エ
ン
ス
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

小
学
生
を
対
象
と
し
た
実
験
体
験

を
行
い
ま
す
。

対
象　

小
学
生

日
時　

７
月
29
日
㈮

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

同
大
学
理
化
学
実
験
室

参
加
費　

無
料

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

※　

詳
し
い
内
容
や
申
込
方
法
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
か
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
大
学（
福
岡
市
南

区
筑ち

く
し
が
お
か

紫
丘
１
ー
１
ー
１
）

（
５
４
１
）１
５
１
３

（
５
５
２
）２
７
０
７

http://w
w

w
.junshin-c.ac.jp/

遺
言
・
相
続
・
成
年
後
見
な
ど

暮
ら
し
の
悩
み
無
料
相
談

　

遺
言
・
相
続
・
成
年
後
見
制
度
、消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
暮
ら
し
の
悩
み
に
つ

い
て
無
料
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

期
日
・
場
所

▽
７
月
９
日
㈯

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
０
５
号
研
修

室（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

▽
７
月
６
日
㈬
・
13
日
㈬
・
20
日
㈬

春
日
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー「
心
配

ご
と
相
談
室
」（
昇
町
３
ー
１
０
１
）

時
間　

午
後
１
時
〜
４
時

問
い
合
わ
せ
先　

八
年
会
事
務
局

（
５
８
６
）３
６
８
７

（
５
７
３
）１
０
２
３

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

無
料
法
律
相
談

　

同
支
局
と
筑
紫
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

に
よ
る
弁
護
士
の
無
料
法
律
相
談
で
す
。

日
時　

７
月
21
日
㈭

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

同
支
局
１
階
相
談
室（
筑
紫
野

市
二ふ

つ
か
い
ち
ち
ゅ
う
お
う

日
市
中
央
５
ー
14
ー
７
）

定
員　

６
人（
申
込
先
着
順
）

相
談
時
間　

１
人
30
分
以
内

申
込
方
法　

７
月
12
日
㈫
午
前
８
時
30

分
以
降
に
、電
話
で
予
約
す
る

※　

資
力
基
準
を
満
た
す
人
を
対
象
と

し
ま
す
の
で
、予
約
の
際
に
は
収
入

な
ど
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
支
局

（
９
２
２
）２
８
８
１

（
９
２
２
）３
３
４
２

福
岡
県
男
女
共
同
参
画
表
彰

表
彰
候
補
者
募
集

　

県
で
は
、平
成
14
年
度
か
ら
、福
岡
県

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
に
基
づ
き
、

他
の
模
範
と
な
る
活
動
・
取
り
組
み
を

行
っ
た
県
民
や
団
体
、企
業
を
対
象
に

表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

推
薦
方
法
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

推
薦
期
限　

７
月
11
日
㈪（
消
印
有
効
）

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
男
女
共
同
参

画
推
進
課

（
６
４
３
）３
３
９
１

（
６
４
３
）３
３
９
２

danjo@
pref.fukuoka.lg.jp
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情報ひろば

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ぶ
ど
う
の
庭
」か
ら
の
お
知
ら
せ

○
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
勉
強
会

　

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
に
関
す
る

勉
強
会
を
行
い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

７
月
18
日
㈪

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時

30
分

場
所　

同
セ
ン
タ
ー「
ぶ
ど
う
の
庭
」

定
員　

20
人（
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
物　

筆
記
用
具
、上
履

き

○
Ｋ
ｉ
Ｋ
ｉ
ｎ
ｏ
Ｎ
ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
君
の
手
で
木
に
名
札
を
つ
け
よ
う
」

　

遊
び
な
が
ら
自
然
を
体
験
し
、学

び
、そ
の
成
果
と
し
て
あ
な
た
の
サ

イ
ン
入
り
名
札
を
木
に
つ
け
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

参
加
者
特
典
と
し
て
、夏
休
み
の

自
由
研
究
に
も
使
え
る「
木
の
葉
の

カ
タ
ロ
グ
」の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り

ま
す
。

対
象　

小
学
生

日
時　

７
月
31
日
㈰

午
前
９
時
〜
正
午（
集
合
時

間
：
午
前
８
時
50
分
）

集
合
場
所　

白
水
大
池
公
園
管
理
棟

（
大
字
下
白
水
２
０
９
）

参
加
費　

３
０
０
円（
材
料
代
）

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
物　

帽
子
、タ
オ
ル
、水

筒

申
込
方
法　

７
月
22
日
㈮
ま
で
に
、

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
、氏
名
、電

話
番
号
、学
年
を
伝
え
る（
郵

送
可
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

「
ぶ
ど
う
の
庭
」（
須
玖
北
５
ー

１
５
５
）

（
５
８
９
）３
３
８
８

（
５
８
９
）３
３
９
９

m
achicen@

bb.csf.ne.jp
http://w

w
w

2
.csf.ne.jp/~m

a
chicen/

世
界
の
料
理
講
座

ギ
ョ
ウ
ザ
Ｄ
Ｅ
パ
ー
テ
ィ
ー

　

ギ
ョ
ウ
ザ
を
作
り
な
が
ら
ア
ジ
ア
の

人
々
と
楽
し
く
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

中
学
生
以
上
の
人

日
時　

７
月
23
日
㈯

午
前
11
時
〜
午
後
２
時

場
所　

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン

タ
ー「
ぶ
ど
う
の
庭
」（
須
玖
北

５
ー
１
５
５
）

内
容　

ア
ジ
ア
の
ギ
ョ
ウ
ザ
料
理

参
加
費　

６
０
０
円（
協
会
員
３
０
０

円
）

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

布
巾
、上
履
き

申
込
方
法　

7
月
15
日
㈮
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、年
齢
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
国
際

交
流
協
会　

浜は
ま
べ辺

（
５
９
３
）５
８
９
３（

兼
用
）

学
び
す
と
春
日

会
員
追
加
募
集

　

春
日
市
社
会
教
育
関
係
団
体
の「
学

び
す
と
春
日
」で
は
、次
の
各
教
室
の
会

員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
絵
手
紙

　

絵
と
言
葉
で
温
か
い
気
持
ち
を
伝

え
る
味
わ
い
の
あ
る
絵
手
紙
を
作
り

ま
せ
ん
か
。絵
を
初
め
て
描
く
人
も

大
歓
迎
で
す
。

日
時　

第
２
・
第
４
水
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

会
費　

月
額
１
２
０
０
円

講
師　

金か
ん
の
う納
末す
え
こ子
さ
ん

○
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　

リ
コ
ー
ダ
ー
で
遊
び
な
が
ら
楽
し

く
楽
曲
を
習
得
し
ま
し
ょ
う
。上
手
・

下
手
は
問
い
ま
せ
ん
。

日
時　

第
２
・
第
４
水
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
費　

月
額
２
０
０
０
円

講
師　

小こ
い
け池
宏ひ
ろ
あ
き明
さ
ん

○
カ
ン
ト
リ
ー
ダ
ン
ス

　

カ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
合

わ
せ
て
踊
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　

第
１
・
第
３
水
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
費　

月
額
１
０
０
０
円（
３
カ
月

毎
前
納
・
別
途
、年
間
保
険
料

１
６
０
０
円
が
必
要
）

○
刺
し
子

　

手
仕
事
の
温
も
り
を
感
じ
な
が
ら

一
緒
に
刺
し
子
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。

日
時　

第
１
・
第
３
木
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

会
費　

月
額
１
２
０
０
円

講
師　

前ま
え
だ田
悦え
つ
こ子
さ
ん

○
俳
句
Ａ

　

５
・
７
・
５
で
人
生
を
詠
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

日
時　

第
２
・
第
４
金
曜
日

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

会
費　

月
額
１
５
０
０
円

講
師　

西に
し
む
ら村
蓬ほ
う
と
う頭
さ
ん

活
動
場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

（
大
谷
６
ー
24
）

※　

い
ず
れ
の
教
室
も
月
会
費
の
ほ
か

に
、年
会
費（
市
内
居
住
者
１
０
０
０

円
・
市
外
居
住
者
１
５
０
０
円
）が
必

要
で
す
。

　

な
お
、祝
日
な
ど
で
学
習
日
が
変

わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
団

体
連
絡
室

（
５
７
５
）０
７
６
８（

兼
用
）

厚
生
労
働
省
慰
霊
巡
拝

参
加
者
募
集

　

先
の
大
戦
に
お
け
る
、次
の
戦
域
で

の
戦
没
者
の
遺
族
や
弾
力
的
運
用
の
人

を
対
象
に
、慰
霊
巡
拝
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
該
当

し
、実
施
時
期
に
お
い
て
原
則

80
歳
以
下
の
人

▽
慰
霊
巡
拝
を
行
う
戦
域
に
お
け
る
戦

没
者
の
遺
族

配
偶
者（
再
婚
し
た
人
を
除
く
）、父
、

母
、子
、兄
弟
姉
妹

▽
弾
力
的
運
用
の
人

戦
没
者
の
孫
、参
加
す
る
遺
族（
子
・

兄
弟
姉
妹
）の
配
偶
者

※　

子
・
兄
弟
姉
妹
の
配
偶
者
に
つ

い
て
は
、夫
婦
で
の
参
加
の
場
合

に
限
り
ま
す
。

期
間　

11
月
９
日
㈬
〜
16
日
㈬（
８
日

間
）

場
所　

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

定
員　

30
人（
申
込
多
数
の
場
合
選
考
）

申
込
期
限　

７
月
11
日
㈪

※　

予
定
時
期
・
期
間
、人
員
に
つ
い
て

は
、今
後
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
計
画
課

地
域
福
祉
担
当

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）３
０
９
０
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あ
り
が
と
う「
水
」

ふ
れ
あ
い
交
流
会

　

福
岡
都
市
圏
に
住
む
子
ど
も
た
ち
と

筑
後
川
流
域
に
住
む
子
ど
も
た
ち
が
一

緒
に
水
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
、お

互
い
の
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
、福
岡
都
市
圏
広
域
行
政
事

業
組
合
に
よ
る「
あ
り
が
と
う『
水
』ふ

れ
あ
い
交
流
会
」を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　

福
岡
都
市
圏
に
居
住
す
る
小
学

５
・
６
年
生

※　

原
則
と
し
て
保
護
者
の
参
加
は
で

き
ま
せ
ん
。

日
時　

８
月
４
日
㈭

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※　

福
岡
市
役
所
に
集
合
・
解
散
で
す
。

昼
食
、飲
み
物
は
事
務
局
が
用
意
し

ま
す
。

内
容　

海
水
淡
水
化
施
設
・
マ
リ
ン

ワ
ー
ル
ド
海
の
中
道
の
施
設
見

学
、福
岡
タ
ワ
ー
で
の
交
流
会

定
員　

40
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

７
月
13
日
㈬（
必
着
）ま
で

に
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
に
応
募
者
全
員
分

の
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名（
ふ

り
が
な
）・
電
話
番
号（
緊
急
連

絡
先
）・
学
校
名（
学
年
）を
明
記

し
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
組
合
事
務

局（
〒
816
ー
８
６
２
０
福
岡
市

中
央
区
天て
ん
じ
ん神
１
ー
８
ー
１
福
岡

市
役
所
内
）

（
７
３
３
）５
０
０
４

（
７
３
３
）５
０
０
５

fvgv9840@
m

b.infow
eb.ne.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

福
岡
都
市
圏

http://fukuoka-tosiken.jp

夏
休
み
水
辺
教
室

参
加
者
募
集

　

身
近
な
川
で
水
生
生
物
を
採
取
し
、

楽
し
み
な
が
ら
自
然
の
様
子
を
調
べ
る

「
水
辺
教
室
」を
行
い
ま
す
。夏
休
み
の

自
主
研
究
の
テ
ー
マ
に
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
小
学
生
と
そ

の
保
護
者

日
時　

７
月
24
日
㈰（
少
雨
決
行
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

※　

弁
当
や
水
筒
な
ど
は
各
自
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

場
所　

牛
頸
川
、春
日
野
小
学
校
多
目

的
教
室（
春
日
公
園
４
ー
１
ー

１
）

定
員　

40
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

７
月
13
日
㈬
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
希
望
者
全
員
の
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
学
年
を

伝
え
る

※　

受
け
付
け
後
、詳
細
な
内
容
を
記

し
た
案
内
を
送
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課
環
境
計
画
担

当

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）１
１
４
７

kankyo@
city.kasuga.fukuoka.jp

有
明
海
の
干
潟
体
験

参
加
者
募
集

　

青
少
年
育
成
事
業「
楽
集
畑
」の
特
別

企
画
で
す
。泥
ん
こ
に
な
っ
て
干
潟
を

体
験
し
、地
球
の
温
も
り
を
体
で
感
じ

て
、大
地
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
た
っ
ぷ
り

吸
収
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　

市
内
の
小
学
１
〜
３
年
生

日
時　

７
月
31
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

海
遊
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク（
佐
賀

県
小
城
市
芦あ

し
か
り
ち
ょ
う

刈
町
永な
が
た田
３
０

３
３
ー
１
）

参
加
費　

３
５
０
０
円（
保
険
代
含
む
）

定
員　

40
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

７
月
15
日
㈮（
必
着
）ま
で

に
、Ｅ
メ
ー
ル
で「
干
潟
参
加
申

し
込
み
」と
明
記
し
、住
所
、氏

名
、年
齢
、電
話
番
号
、学
校
名
・

学
年
を
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
フ
ァ

ー
ム「
は
じ
め
の
一
歩
」

０
９
０（
３
４
１
２
）３
８
５
４

pc62h@
yahoo.co.jp

子
ど
も
茶
道
教
室（
裏
千
家
）

日
本
の
伝
統
文
化
を
体
験
し
よ
う

　

茶
道
を
通
し
て
、和
の
文
化
や
心
を

学
び
ま
せ
ん
か
。

対
象　

小
学
１
年
生
〜
中
学
３
年
生

日
時　

７
月
９
日
㈯
〜
12
月
10
日
㈯
の

う
ち
全
６
回

　
　
　

午
後
２
時
30
分
〜
４
時

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
和
室（
昇
町

１
ー
１
２
０
）

参
加
費　

１
人
４
０
０
０
円（
６
回
分
）

定
員　

15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

７
月
７
日
㈭
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
、学
校
名
・
学
年

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

（
５
７
２
）８
７
４
０（

兼
用
）

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

夏
休
み「
子
ど
も
緑
の
教
室
」

対
象　

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

日
時　

８
月
16
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
ー
１
ー
７
）

内
容　

樹
木
観
察
と
木
工
体
験

参
加
費　

５
０
０
円（
材
料
費
）

定
員　

30
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

７
月
31
日
㈰（
必
着
）ま
で

に
、往
復
ハ
ガ
キ
に
参
加
希
望

日
、保
護
者
の
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
、子
ど
も
の
氏
名
・
学
年

を
明
記
し
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

管
理
事
務
所「
子
ど
も
緑
の
教

室
」係（
〒
839
ー
１
２
１
３
久
留

米
市
田
主
丸
町
益ま

す
お
だ

生
田
１
１

２
５
）

０
９
４
３（
７
２
）１
１
９
３

０
９
４
３（
７
２
）１
５
５
８

め
ざ
せ
！
航
海
士
、機
関
士

海
上
技
術
学
校
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

　

船
舶
運
航
技
術
者
の
育
成
を
目
的
と

す
る
海
上
技
術
学
校
の
体
験
入
学
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

中
学
校
卒
業
者
、ま
た
は
平
成

24
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
人

学
校
・
期
日

▽
国
立
唐
津
海
上
技
術
学
校

　

７
月
23
日
㈯
、10
月
15
日
㈯

▽
国
立
口
之
津
海
上
技
術
学
校

　

７
月
18
日
㈪
、９
月
17
日
㈯

問
い
合
わ
せ
先

▽
唐
津
校（
佐
賀
県
唐
津
市
東ひ

が
し
お
お
し
ま
ま
ち

大
島
町

13
ー
５
）

　

０
９
５
５（
７
２
）８
２
６
９

▽
口
之
津
校（
長
崎
県
南
島
原
市
口く

ち
の之

津つ
ち
ょ
う
て
い

町
丁
５
７
８
２
）

　

０
９
５
７（
８
６
）２
１
５
２
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情報ひろば

困ったときは
消費生活センターへ

相談日　毎週月・水・木・金曜日
時　間　午前10時～午後0時15分、
　　　　午後1時～3時
場　所　市役所2階春日市消費生活センター☎（584）1155（直通）

商品券が使えなくなるって本当？
　2010年4月に「資金決済法」が施行され、利用終了となる商品券
やギフト券が増えていることから、事例のような相談が増加しています。
○相談事例

▷事例1　テレビで商品券が使用できなくなるというニュースを見
た。今、手元にある商品券も使えなくなるのか。

▷事例2　新聞紙上で商品券が使えなくなるという記事を見た。払
い戻しをしたいので連絡先を教えてほしい。

○一言助言
　すべての商品券が使えなくなる訳ではありません。また、利用終了
となった商品券も、60日以上の払戻申出期間が設けられますので、
この期間内に申し出るようにしましょう。
　払戻申出期間を過ぎてしまった場合も、すぐに廃棄せず、まずは
発行者に問い合わせてみてください。
　また、金融庁などのホームページで使えなくなる商品券や払戻期
間・連絡先などが確認できます。
ホームページ
▷金融庁

http://www.fsa.go.jp/policy/prepaid/
▷国民生活センター

http://www.kokusen.go.jp/recall/bunrui/syouhinken.
html

介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

　

介
護
支
援
専
門
員
に
な
る
た
め
の
試

験
で
す
。合
格
す
る
と
、実
務
研
修
受
講

後
に
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

試
験
日　

10
月
23
日
㈰

試
験
会
場

▽
福
岡
大
学（
福
岡
市
城
南
区
）

▽
九
州
共
立
大
学（
北
九
州
市
八
幡
西

区
）

申
込
書
配
布
期
間　

７
月
29
日
㈮
ま
で

申
込
期
間　

７
月
１
日
㈮
〜
29
日
㈮

申
込
書
配
布
場
所　

県
の
各
保
健
福
祉

環
境
事
務
所
、県
庁
介
護
保
険

課（
２
階
）、市
高
齢
課（
市
役
所

１
階
）ほ
か
各
市
町
村
介
護
保

険
担
当
課
、福
岡
市
情
報
プ
ラ

ザ（
福
岡
市
役
所
１
階
）、ア
ク

ロ
ス
福
岡（
２
階
文
化
観
光
情

報
ひ
ろ
ば
）、福
岡
市
の
各
区
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、北
九
州
市

の
各
区
役
所
、㈳
福
岡
県
介
護

支
援
専
門
員
協
会

問
い
合
わ
せ
先　

㈳
福
岡
県
介
護
支
援

専
門
員
協
会

（
４
３
１
）４
５
８
５

（
４
３
１
）４
５
７
７

消
費
生
活
専
門
相
談
員

資
格
認
定
試
験

第
１
次
試
験
日　

10
月
１
日
㈯

受
験
場
所　

福
岡
県
他
全
国
26
カ
所
か

ら
希
望
す
る
場
所
を
選
択

申
込
受
付
期
間　

７
月
４
日
㈪
〜
８
月

８
日
㈪

受
験
手
数
料　

１
万
１
２
６
０
円

※　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

独
立
行
政
法
人
国
民

生
活
セ
ン
タ
ー

０
３（
３
４
４
３
）７
８
５
５

０
３（
３
４
４
３
）７
８
６
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

独
立
行
政
法
人
国
民

生
活
セ
ン
タ
ー

http://w
w

w
.kokusen.go.jp/

shikaku/shikaku.htm
l

裁
判
所
事
務
官

採
用
Ⅲ
種
試
験

受
験
資
格　

平
成
２
年
４
月
２
日
〜
平

成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

１
次
試
験
日　

９
月
11
日
㈰

受
付
期
間　

７
月
12
日
㈫
〜
21
日
㈭

※　

受
験
案
内
と
受
験
申
込
書
は
最
寄

り
の
裁
判
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
地
方
裁
判
所
事

務
局
人
事
課

（
７
８
１
）３
１
４
１（
内
３
１
６
０
）

防
衛
省
職
員
採
用
Ⅲ
種
試
験

高
等
学
校
卒
業
程
度

受
験
資
格　

平
成
２
年
４
月
２
日
〜
平

成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

試
験
区
分　

一
般
事
務
、電
気
、機
械
、

土
木
、建
築

１
次
試
験
日　

９
月
25
日
㈰

受
付
期
間　

７
月
１
日
㈮
〜
19
日
㈫

※　

申
込
方
法
な
ど
、詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

九
州
防
衛
局
総
務
課

（
４
８
３
）８
８
１
５

（
４
７
４
）３
６
８
５

紙
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

ご
協
力
を

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
、地
球
温
暖
化

防
止（
二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
）の
取

り
組
み
の
一
環
と
し
て
、環
境
に
配
慮

し
た
電
話
帳
の
配
達
・
回
収
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

新
し
い
電
話
帳
を
配
達
し
た
際
、不

要
と
な
っ
た
古
い
電
話
帳
を
配
達
員
に

お
渡
し
く
だ
さ
い
。渡
せ
な
か
っ
た
場

合
は
資
源
回
収
な
ど
へ
出
し
て
処
分
す

る
か
、タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。無
料
で
回
収
し
ま

す
。

配
達
・
回
収
開
始
日　

８
月
１
日
㈪

回
収
連
絡
先　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

０
１
２
０（
５
０
６
）３
０
９

記
事
の
訂
正

　

市
報
６
月
15
日
号
に
掲
載
し
た
「
ス
ポ
ー

ツ
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」の
記
事
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
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詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

訂
正
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５
ペ
ー
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連
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小
林
拳
春
日
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少
林
拳
春
日
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６
ペ
ー
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団
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小
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拳
法
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

正　

少
林
寺
拳
法
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ポ
ー
ツ
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団
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わ
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ポ
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ツ
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５
７
１
）３
２
３
４
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◆ の行事は、幼児も参加できます。保護者同伴で遊びに来てくだ
さい。

◆表中の金額は参加費（材料代や交通費）です。
◆ は申し込みが必要な行事です。7 月 1 日（金）午後 5時以降に申し込

んでください。受け付けは午後 6 時までです（電話可・小学生以上は
原則として本人申込）。なお、申し込みは 1 人 1 行事までとし、行事
によっては市外の人は参加できない場合があります。

◆天候により、中止または内容を変更することがあります。事前に問い
合わせてください。

7月の行事予定表

開館時間　各館とも午前10時〜午後5時

1日（金）
ヨチヨチ七夕会（0〜1歳児向け）
午前11時〜11時40分、10円

2日（土）
道場やぶり！　午前10時30分〜11時30分
トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

5日（火）
こんにちは!!ニコヨチ児童センター（0〜3歳児向け）
午前10時30分〜正午、場所：いきいきプラザすこやかルーム

6日（水） ニコニコ七夕会（満2歳以上）
午前10時30分〜11時30分、10円  ※参加はどちらか1日のみ7日（木）

9日（土）
わんぱく広場（ビーチバレー大会）
午前10時30分〜11時30分

10日（日）
作ってわくわく（ペットボトル製作）
午前10時30分〜11時30分

12日（火）
すくすく育児相談　午前10時〜11時30分
おはなしな〜に？　午前11時〜11時30分

15日（金）
ルンルン水遊び（幼児向け）　午前10時30分〜11時30分

（受付：〜午前10時15分）　2歳以上、先着30組、水着持参

17日（日）

わくわくクッキング（元気な夏カレー）
午前10時30分〜正午、12人、150円 
トワイライトゾーンSP(スポーツ＆リフレッシュ）
午後5時〜7時、中学生以上

24日（日） わんぱく広場（小学生水遊び）　午前10時30分〜11時30分

28日（木）
福岡県青少年科学館へ行こう！（★）
集合時間：午前9時（午後4時帰着予定）、12人 

須
す ぐ

玖児童センター
須玖南2 ｰ120　☎（573）2431 （584）7739

光
ひ か り ま ち

町児童センター
光町2 ｰ180 ｰ4　☎（501）7014 （501）7033

毛
け か つ

勝児童センター
大土居1 ｰ38　☎（581）5614 （581）5616

白
し ろ う ず

水児童センター
天神山1-213　☎（593）2777 （593）2801

子
育
て
広
場

ヨチヨチ広場
（0〜1歳児向け） 上記のとおり 午前11時〜11時40分 今月の休館日

親子サロン
（1〜3歳児向け）

▶光町：12日㈫　▶白水：14日㈭
▶毛勝：8日㈮　  ▶須玖：20日㈬ 　午前10時30分〜

（1時間程度）

4日㈪、11日㈪ 
18日㈪、19日㈫
25日㈪、26日㈫

ニコニコくらぶ
（満2歳以上） ▶須玖：14日㈭、15日㈮

1日（金）
ニコニコくらぶ（七夕会）　午前10時30分〜11時30分、
10円　※参加は6月30日か7月1日のどちらか1日のみ

2日（土） おはなし広場（七夕会）　午後2時〜3時
6日（水） ヨチヨチ広場（七夕会）

午前11時〜11時40分、10円　※参加はどちらか1日のみ7日（木）
9日（土） おまたせ！トランポリン　午前11時〜正午

10日（日）
楽しいクッキング（レタスとトマトの冷たいパスタ）
午前10時30分〜正午、10人、100円 

23日（土） かんたん工作（リサイクル工作）　午後2時〜3時

27日（水）
福岡県青少年科学館へ行こう！（★）
集合時間：午前8時30分（午後4時20分帰着予定）、12人 

29日（金）

ちゃぷちゃぷ水遊び
①午前10時30分〜11時10分　②午前11時20分〜正午
2歳以上、各先着30組、水着持参（オムツ・水遊び用オムツは
不可）　※受付は開始時刻の15分前から
ウォーターバトル　午後2時〜3時

31日（日） トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

1日（金）
ヨチヨチ七夕会（0〜1歳児向け）
午前11時〜11時40分、10円

2日（土） 道場やぶり！　午後2時〜3時

5日（火）
こんにちは!!ニコヨチ児童センター（0〜3歳児向け）
午前10時30分〜11時30分、場所：いきいきプラザすこやかルーム

6日（水） ニコニコ七夕会（満2歳以上）
午前10時30分〜正午、10円　※参加はどちらか1日のみ7日（木）

9日（土） トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上
13日（水） おはなし・だいすき！　午後1時30分〜2時

15日（金）
じゃぶじゃぶ水遊び（幼児向け）　午前10時30分〜11時30
分（受付：〜午前10時15分）　2歳以上、先着30組、水着持参

（オムツ・水遊び用オムツは不可）
16日（土） 作ってあそぼう（ジャンピングボール）　午後2時〜3時

17日（日）
かんたんクッキング（プルプルフルーツグミ）
午前10時30分〜正午、12人、100円 

23日（土）
運動あそび（スポーツチャンバラ）　午後2時〜3時
トワイライトゾーンSP(スポーツ＆リフレッシュ）
午後5時〜7時、中学生以上

27日（水）
福岡県青少年科学館へ行こう！（★）　集合時間：午前8時
50分（午後4時30分帰着予定）、12人 

1日（金）
ニコニコ七夕会　午前10時30分〜11時30分、10円
※参加は6月30日か7月1日のどちらか1日のみ

5日（火）
こんにちは!!ニコヨチ児童センター（0〜3歳児向け）
午前10時30分〜正午、場所：いきいきプラザすこやかルーム

6日（水） マットで遊ぼう！　午後4時〜4時40分

7日（木）
ヨチヨチ七夕会（0〜1歳児向け）
午前11時〜11時40分、10円

9日（土）
遊びの出前！児童センター
午前10時30分〜11時30分、場所：春日野小ときめきホール
トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

10日（日） かんたん工作（おばけ作り）　午後2時〜3時
13日（水） マットで遊ぼう！　午後4時〜4時40分
14日（木） 7月生まれのお誕生会&おはなし会　午前11時〜11時30分

15日（金）
プールで水あそび（幼児向け）　午前10時30分〜11時30分

（受付：〜午前10時15分）　2歳以上、先着30組、水着持参
（オムツ・水遊び用オムツは不可）

16日（土）
かんたんクッキング（お好み焼きパーティ）
午前10時〜正午、10人、150円 

27日（水）
おばけやしき　各150人
①午前10時〜11時30分　②午後1時〜2時30分　③午
後3時〜4時30分　※受付は各終了時刻の10分前まで

28日（木）
福岡県青少年科学館へ行こう！（★）　集合時間：午前8時
45分（午後4時15分帰着予定）、12人 

30日（土） ドッジボール大会　午後2時〜3時

★「福岡県青少年科学館へ行こう！」の共通事項
　集合・帰着場所：申込先の児童センター
　※弁当・水筒持参
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市の人口　 5/31 現在

◎総人口  109,740人
（前月比+20）

女 　56,292人

男　 53,448人

◎世帯数  44,727世帯

◎増       ●転入      588人

　　 ●出生        93人

  ●その他増    4人

◎減       ●転出      572人   

●死亡        63人

●その他減  30人

西
にしやま

山  翔
しょう

ちゃん（伯玄町）
平成22年7月1日生

森
もりやま

山 采
こと

音
ね

ちゃん（弥生）
平成22年7月10日生

森
もりおか

岡  駿
しゅん

ちゃん（日の出町）
平成21年7月6日生

 星
ほし

野
の

 青
あお

葉
ば

ちゃん（下白水北）
平成22年7月10日生

 中
なかしま

島 隼
は や と

仁ちゃん（天神山）
平成22年7月13日生

7月前期

9
月
生
ま
れ
の

赤
ち
ゃ
ん
募
集

※
３
歳
ま
で

写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
住
所
、
電

話
番
号
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
8
月
１
日
㈪（
消
印
有
効
）ま
で

の
到
着
分
の
中
か
ら
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

送
り
先　

市
報
か
す
が「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
」係
（
〒
816
ー
８
５
０
１

春
日
市
役
所
）　　
　
　
　
　

 　

  

※
写
真
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

月によって相談日時や場所が変更になる場合があります。事前に問い合わせてください。各種相談窓口
法律について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆春日市無料法律相談　☎（584）1148　第3水曜日／ 10時 〜 16時／市役

所／第1水曜日8時30分以降の平日に電話予約／先着15人
◆福岡県無料法律相談　☎（643）3333

第1・第3金曜日／ 13時 〜 16時／県民相談室（県庁内）／実施週の初日8時
30分以降の平日に電話予約／先着6人

◆春日市商工会無料法律相談　☎（581）1407
第1水曜日／ 13時 〜 15時（8時30分から窓口受付）／同商工会／先着6人

◆司法書士総合相談センター無料電話相談　☎（918）5264
金曜日／ 18時 〜 20時／福岡南総合相談センター

悪質商法や架空請求、多重債務など、金銭トラブルについて・・・・・・・・・・・
◆春日市消費生活相談　☎（584）1155 （584）1153

月・水・木・金曜日／ 10時 〜 15時／市消費生活センター（市役所2階）
◆春日市多重債務法律相談　☎（584）1111 （584）1153

第3金曜日／13時〜16時／市役所／上記の市消費生活相談で事前相談の上予約
◆福岡県消費生活相談　☎（632）0999

月〜金曜日：9時 〜 16時30分／日曜日：10時〜 16時（電話相談のみ）／福
岡県消費生活センター（福岡県吉塚合同庁舎1階）

暮らしのさまざまな問題や悩みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆心配ごと相談　☎（581）7225　水曜日／13時〜16時／春日市社会福祉センター4階
人権について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆定例人権相談　☎（584）1111　第1火曜日／ 10時 〜 15時／市役所
◆福岡法務局人権相談　☎（922）2881

月〜金曜日／ 8時30分 〜 17時／福岡法務局筑紫支局
◆子どもの権利110番　☎（752）1331

毎週土曜日／ 12時30分 〜 15時30分／天神弁護士センター
犯罪被害者などの心のケア・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡県警犯罪被害者相談電話「ミズ・リリーフ・ライン」　☎（632）7830

月〜金曜日（祝日・年末年始除く）／ 9時 〜 17時45分／福岡県警察
職場環境、労働条件、子育て中の就職などについて・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡労働者支援事務所

月〜金曜日：9時 〜 17時／水曜日：9時〜 20時（夜間相談）／福岡西総合
庁舎5階／労働相談：☎（735）6149 ／子育て就職支援：☎（725）4034

子育て・子どもの悩みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆家庭児童相談室　☎（584）1015 （584）7739

月〜土曜日／9時30分 〜 18時／子育て支援センター（すくすくプラザ内）
女性問題について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆暴力・DV・セクハラの相談　☎（513）7335

月〜金曜日／ 10時 〜 17時／ちくし女性ホットライン

◆女性総合相談　☎（584）1266
火〜日曜日、第4月曜日／受付9時30分 〜 16時（祝日を除く金曜日は18時
〜 20時30分も）／あすばる相談室（クローバープラザ内）

心の悩みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆不安・悩み電話相談　☎（741）4343 ／ 24時間受付／福岡いのちの電話
◆不安・悩みいのちの電話インターネット相談
　 https://www.inochinodenwa-net.jp ／福岡いのちの電話
◆不安・悩みファックス相談（聴覚障がい者のための）　 （721）4343

月〜金曜日：9時 〜 18時／土曜日：9時 〜 13時／福岡いのちの電話
◆ふくおか自殺予防ホットライン　☎（592）0783　年中無休／ 24時間
交通事故について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡県交通事故相談　☎（622）0403　☎（643）3167

月〜金曜日／ 9時 〜 17時（受付は16時まで）／県庁交通事故相談所（県庁内）
◆交通事故電話相談　☎（741）2270

月〜金曜日／ 13時 〜 16時／交通事故被害者サポートセンター
高齢者の悩みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆高齢者総合相談　☎（584）3344　

月曜日を除く毎日／ 9時 〜 16時／福岡県社会福祉協議会（クローバープラ
ザ内）／法律相談（水曜日の13時 〜 16時）は要予約

◆認知症相談　☎（584）3317　火・水・木・土曜日／ 10時〜 16時／福岡県社
会福祉協議会（クローバープラザ内）

◆高齢者の介護や福祉などの相談
▷北地域包括支援センター／ 8時30分 〜 17時

☎（589）6227 （589）6228
▷南地域包括支援センター／ 8時30分 〜 17時

☎（595）8188 （595）6069
ひとり親家庭のための相談について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡県母子家庭等就業・自立支援センター　

▷養育費に関する電話相談　☎（584）3931 ／月〜金曜日／9時 〜 16時
▷養育費などに関する弁護士による法律相談（要予約）　☎（584）3922
　第1水曜日：13時 〜 15時／第2・4水曜日：18時30分 〜 20時30分

児童の福祉・援助について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡県福岡児童相談所　☎（586）0023

月〜金曜日／ 8時30分 〜 17時15分／電話相談は毎日24時間受付
国行政について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆定例行政相談　☎（584）1111 （584）1142

第4火曜日／ 10時 〜 15時／市役所
◆福岡総合行政相談所　☎（781）7830

月〜土曜日／ 10時 〜 17時／岩田屋本店新館6階行政相談コーナー



　いよいよ今月、アナログ放送が終了し、地
上デジタル放送へ完全移行します。すでに
地デジへの対応を済ませているという家庭
も多いのではないでしょうか。
　わが家の場合、ケーブルテレビに加入し
ているため、地デジへの対応は問題ないの
ですが、使用しているのは古いブラウン管テ
レビ。薄型でも、ハイビジョンでもありませ
ん。地デジ対応テレビを購入した人は「とに
かくきれいでくっきりしている」と言います。
確かに、家電売り場などで見るテレビの映
像はとてもきれいで、買い換えようかと悩む
こともあります。しかし、物を買うときに優柔
不断な性格が強く出る私にとって、今どきの
テレビは機能が多いため、なかなか選ぶこと
ができません。
　とは言っても、今年は「地デジ元年」。必
然的にお店に足を運ぶ機会が増えそうで
す。　　　　　  　　　　　　　　　　K

問い合わせ先　社会教育課　☎（575）4121 （593）7380

上
白
水
観
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堂

　旧上白水老人憩いの家南側の木祠堂に、石像と
木像の「十一面千手観音菩薩」が祭られています。
　石像は砂岩の立像で、明治21年に奉納されたも
のです。木像も寄せ木造りの立像で、大正7年に福
岡市南区井尻の天台寺門宗本行院一世住職・藤

ふ じ の

野
賢
けんしょう

照師に依頼し、造仏して奉納されたものです。
　地元では観音様と呼んで親しまれ、信者の参拝
が今も絶えません。

JR博多南駅 上白水池ノ下
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